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平成 30 年度 西海市風力発電導入に向けた地域検討会 

（第三回 合同検討会） 

 

・日時：平成 31 年 2 月 1 日（金）12：10～14：10 

・場所：崎戸中央公民館（２階大集会室） 

 

次 第 

１．開会あいさつ      12:10～12:20 

2．議事 

（1）地域検討会の振り返り    12:20～12:35 

・H29 年度の振り返り 

・H30 年度の振り返り 

（2）検討結果について     12:35～13:45 

・第二回中浦地区検討会、第二回江島地区検討会における 

ご意見と対応内容の説明 

 ・合意形成について 

 ・環境影響について 

 ・地域貢献について 

（3）振り返り      13:45～14:05 

3．閉会       14:05～14:10 

 

 【配布資料】 

  資料 1  地域検討会委員名簿 

  資料 2  座席表 

  資料 3  地域検討会の取り組みの振り返り 

  資料 4  第二回中浦地区検討会、第二回江島地区検討会での 

ご意見の概要と対応 

  資料 5-1 合意形成について 

  資料 5-2 協定書（様式案） 

  資料 5-3 地域連絡協議会規約（様式案） 

  資料 6-1 中浦地区における環境留意事項について 

  資料 6-2 江島地区における環境留意事項について 

  資料 7-1 中浦地区における地域貢献について 

  資料 7-2 江島地区における地域貢献について 





 

区分 所属 役職 氏名

長崎総合科学大学新技術創成研究所 特命教授 池上　国広

長崎大学環境科学部 教授 菊池　英弘

日本野鳥の会　長崎県支部
県希少野生動植物種モニタリング委員会

委員 谷口　秀樹

中浦地区 行政区長 辻　道行

中浦地区 岸浦　秀次

中浦地区 中村　幹雄

中浦地区 山下　銀河

中浦地区 垣内　英利

中浦地区 大串　一朗

中浦地区 松永　勝之輔

中浦地区 岸本　徹也

西海市農業委員会 会長 岩﨑　信一郎

長崎南部森林組合　西海支所 技師 柄本　司

長崎西彼農業協同組合　大瀬戸支店 支店長 北川　公明

ＮＰＯ法人　西海市観光協会 事務局長 河野　哲朗

西海市商工会 理事 前川　優也

黒瀬建設株式会社 課長 末永　良友

株式会社親和銀行　ソリューション営業部 部長 下田　義孝

商工観光物産課 課長 本村　真一

環境政策課 課長 山口　和則

農林課 課長 辻野　秀樹

西海総合支所 総合支所長 崎谷　秀樹

22名

県関係部局 長崎県産業労働部　新産業創造課 係長 小島　敬輝

日本風力エネルギー株式会社 シニアマネージャー 川崎　正幹

その他 株式会社西海クリエイティブカンパニー 取締役 宮里　賢史

課長 川原　進一

課長補佐 森下　直也

係長 松崎　信也

課長 水口　拓

久保　龍志

新百合本社　環境コンサルタント課 主任技師 水谷　義昭

長崎営業所 藤島　正行

事務局

西海市

検討会
委員

平成30年度　西海市風力発電導入に向けた地域検討会委員　中浦地区

西海市
関係部局

学識経験者
・有識者

住民代表

農林漁業

観光、商工、航
路、金融等

政策企画課

アジア航測株式会社

福岡支店　社会インフラ技術一課

発電事業者（陸上）
オブザー

バー
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区分 所属 役職 職・氏名

長崎総合科学大学新技術創成研究所 特命教授 池上　国広

一般社団法人　海洋エネルギー漁業共生センター 理事 渋谷　正信

日本野鳥の会　長崎県支部
県希少野生動植物種モニタリング委員会

委員 谷口　秀樹

江島東行政区 行政区長 宮崎　博章

江島西行政区 行政区長 髙瀬　正吉

江島浜行政区 行政区長 渡辺　一男

江島公民館 館長 福富　幸男

西海大崎漁協（江島支所） 理事 柏木　世次

消防団第５分団 団長 田中　義一

青壮年部 部長 松本　英雄

江島公民館 主事 岩見　眞一

漁友会 会長 宮崎　幹夫

江島小中学校 校長 藤井　達也

江島診療所 所長 長島　義斉

崎戸地区行政区長会 会長 福岡　昭和

平島行政区 代表区長 林　嘉幸

西海大崎漁業協同組合（崎戸支所） 理事 前﨑　順康

西海大崎漁業協同組合（平島支所） 理事 森　剛

西海大崎漁業協同組合（本所） 代表理事組合長 小山　文雄

大瀬戸町漁業協同組合 代表理事組合長 竹嶋　巖

崎戸商船株式会社 取締役 木原　直人

黒瀬建設株式会社 課長 末永　良友

株式会社親和銀行　ソリューション営業部 部長 下田　義孝

長崎県中央釣船業協同組合 代表理事 山下　銀河

情報交通課 課長 福田　龍浩

商工観光物産課 課長 本村　真一

環境政策課 課長 山口　和則

水産課 課長 岸下　輝信

島の暮らし支援室 室長 作中　修

崎戸総合支所 総合支所長 植田　智子

30名

長崎大学海洋未来イノベーション機構 機構長特別補佐 森田　孝明

長崎県産業労働部　新産業創造課 係長 小島　敬輝

チームリーダー 山本　康弘

次長 山本　寛

シニアスタッフ 三牧　夏実

統括コーディネーター 松浦　正己

株式会社西海クリエイティブカンパニー 宮里　賢史

課長 川原　進一

課長補佐 森下　直也

係長 松崎　信也

課長 水口　拓

久保　龍志

新百合本社　環境コンサルタント課 主任技師 水谷　義昭

長崎営業所 藤島　正行

事務局

オブザー
バー

政策企画課

NPO法人長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

西海市

県関係部局

その他

ジャパン・リニューアブル・エナジー株式会社
洋上風力開発部

発電事業者（洋上）

アジア航測株式会社

福岡支店　

平成30年度　西海市風力発電導入に向けた地域検討会委員　江島地区

検討会
委員

西海市
関係部局

学識経験者
・有識者

農林漁業

住民代表

観光、商工、航
路、金融等
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エリア ⻄海市全海域 事業推進エリア 事業想定区域

構成員 ⻄海市、関係機関、
地域代表

⻄海市、地域、
関係機関

発電事業者、地域、
⻄海市

合意
⽬的

保全エリア
事業推進エリア

事業を円滑に進める
ための枠組み

環境配慮・漁業共⽣・地域貢献
を前提とした事業の実施

合意対象 関係機関、組合⻑会、
漁業組合⻑等

地域住⺠、
漁業組合⻑等 地域住⺠、漁業組合員等

アウト
プット

ゾーニングマップ
ゾーニング計画書

環境・地域貢献ﾒﾆｭｰ案
等の合意形成の枠組み

（協定書案）
事業を円滑に進めるための
協議・連絡体制（個別協定）

・
﹁
⻄
海
市
﹂
へ
定
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報
告

２ヶ年 ２ヶ年 協定書締結後〜撤去完了

現
時
点
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⽉  ⽇

⼯  種 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21

⾵⼒発電先進地への視察

平成30年度

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉

平成29年度

12⽉

現地調査
景観調査

⽔中撮影

2⽉

合同検討会

勉強会

江島地区検討会

中浦地区検討会

1⽉ 2⽉ 3⽉ 12⽉ 1⽉



地域検討会の振り返り
H29年度 第⼀回中浦地区・江島地区検討会

第⼀回勉強会

【⽬的】
第⼀回⽬の地域検討会では、平成29年度に策定されたゾーニン

グ計画や地域検討会の位置づけ、検討⽬標について事務局より説
明を⾏いました。（環境保全、地域貢献、合意形成）
勉強会では、まずは⾵⼒発電事業について理解を深めるため、

九州⼤学の吉⽥先⽣より⾵⼒発電事業の現状についてご講演いた
だきました。また⾵⼒発電事業において⼀般的に懸念される、騒
⾳や影の影響について事務局より説明を⾏い環境影響に関する知
識を深めました。

平成29年12⽉・
平成30年1⽉

資料3

地域検討会の振り返り
H29年度 先進地視察 中九州⼤仁⽥⼭⾵⼒発電所

【⽬的】
第⼀回勉強会で学んだ騒⾳や影の影響が実際にはどのような状況

にあるのか、また検討会の3つの⽬標である「合意形成」、「環境保
全」、「地域貢献」に対し、どのような取り組みが⾏われているの
か学ぶため、中浦地区の委員の⽅を対象に、中九州⼤仁⽥⼭⾵⼒発
電所の視察を⾏いました。
視察に当たり事前に調査した騒⾳の結果を説明した他、騒⾳計を

⽤いてその場の⾳の状況をご確認いただきました。
また⾵⼒発電事業者の⽅や地域住⺠の⽅と意⾒交換を⾏い、地域

のシンボル化や、それに伴う訪問者の増加といった地域貢献策、⼯
事中の地域への配慮等について学びました。

平成30年2⽉ 資料3



地域検討会の振り返り
H29年度 第⼀回合同検討会・第⼆回勉強会

【⽬的】
これまでの検討会や勉強会、先進地視察で考えられた環境影響に

加え、両地区に共通する事項として景観や建設⼯事による影響が、
また江島地区では海域への影響が考えられたことから、景観や建設
⼯事については事務局から説明し、海域への影響については⻑崎⼤
学の中⽥先⽣よりご講演いただき知識を深めました。
また地域貢献について検討の幅を広げるため、⽇本シュタットベ

ルケネットワーク・NTTデータ経営研究所の村岡先⽣からシュタッ
トベルケについてご講演いただき、また事務局より北海道寿都町等
の事例について説明を⾏うことで、地域貢献の検討に関する知識を
深めました。

平成30年2⽉ 資料3

地域検討会の振り返り
H29年度 先進地視察

五島市 崎⼭沖2MW浮体式洋上⾵⼒発電所
【⽬的】
江島地区の委員の⽅を対象に、崎⼭沖2MW浮体式洋上⾵⼒発電

所等の視察を⾏い、五島市の⽅や地域住⺠の⽅との意⾒交換を⾏
いました。
視察では洋上⾵⼒発電所の直近まで接近し、その⼤きさを確認

した他、ROVを⽤いて基礎部の観察を⾏い、洋上⾵⼒発電の蝟集
効果を確認しました。また意⾒交換会では⾵⼒発電事業者の地域
イベントへの参加や漁協への売電益の⼀部還元など、地域貢献の
⽅法について学びました。

平成30年3⽉ 資料3



地域検討会の振り返り
H30年度 第⼀回合同検討会

【⽬的】
平成29年度は、地域検討会の⽴ち上げを⾏い、勉強会や先進地視

察等によって、環境影響、地域貢献及び合意形成のあり⽅について
検討を進めるための知識を深めました。
平成30年度は、それまで得た知識を、当該地区毎の具体的な検討

に結び付けるため、第⼀回中浦地区・江島地区検討会ではワーク
ショップを開催し、主に「地域貢献」に関する検討に取り組むこと
としました。

平成30年5⽉ 資料3

地域検討会の振り返り
H30年度 第⼀回中浦地区検討会・江島地区検討会

【⽬的】
「地域貢献」について、「⾵⼒発電を導⼊することが地域にどの

ように貢献できるのか」を考えるため、現時点の「地域の将来像や
要望・課題」等についてワークショップを開催し、意⾒を整理・共
有しました。
このワークショップの結果をもとに「⾵⼒発電を導⼊することが

地域にどのように貢献できるのか」考える際のベースとなる、「地
域活性化策の⽅針」を事務局で整理しました。

平成30年6⽉・7⽉ 資料3



地域検討会の振り返り
H30年度 先進地視察 福岡県北九州市

【⽬的】
昨年度に続き、先進的な事業において、「合意形成」、「環境影

響」、「地域貢献」についてどのように取り組まれているのか学ぶ
ため、中浦地区の委員の⽅を対象に福岡県北九州市を視察しました。
視察では⾵⼒発電所の他、関連企業の⼯場、環境学習施設を訪問

し、またワークショップで挙げられた意⾒等も踏まえ北九州市役所
の職員の⽅や地元⼩学校の先⽣、⾵⼒発電事業者や関連企業の⽅と
の意⾒交換を実施しました。
⾵⼒発電事業の拠点の形成やそれに伴う地域貢献策のほか、⾵⼒

発電やそのほかのエネルギーを利⽤した環境教育等について学びま
した。

平成30年8⽉ 資料3

地域検討会の振り返り
H30年度 先進地視察 茨城県神栖市

【⽬的】
江島地区の委員の⽅を対象とした先進地視察では、茨城県神栖市

を訪問し、まず洋上⾵⼒発電事業者の⽅と意⾒交換を⾏い、洋上⾵
⼒発電所の⾒学を⾏いました。
洋上⾵⼒発電事業や地元説明、⼯事中の配慮等地域とのかかわり

⽅、さらに地元の⽣徒の⽅や市役所職員への環境学習の実施等につ
いて学びました。
その後、はさき漁業協同組合を訪れ、漁協が取り組む⾵⼒発電事

業やブランドとしての取り組みについて学びました。また施設⾒学
では⾵⼒発電機の外観だけでなく、機体内部の⾒学も⾏いました。

平成30年8⽉ 資料3



地域検討会の振り返り
H30年度 第ニ回合同検討会・第⼀回勉強会

【⽬的】
第⼀回中浦地区・江島地区検討会のワークショップ結果をもとに、

事務局が整理した地域活性化策の⽅針について、整理⽅法やその内
容についてご意⾒を伺いました。
※これらの⽅針は今後事業が実施されるにあたり、「地域」、

「⾵⼒発電事業者」、「⻄海市」が具体的な取り組みを協議する際
の参考資料となります。
勉強会では、 「地域振興」及び「漁業振興」について、⾵⼒発電

事業導⼊にあたってのアドバイスや留意事項を、それぞれ雪浦あん
ばんね渡辺理事⻑及び⻄海区⽔産研究所 吉村部⻑からご講演いた
だきました。
また合意形成については、⾵⼒発電事業が実施される際に事業者

が順守する「取り決め事項」について以降検討することを説明しま
した。

平成30年10⽉ 資料3

地域検討会の振り返り
平成30年12⽉ 資料3

H30年度 第ニ回中浦地区・江島地区検討会
【⽬的】
「地域貢献」の検討で整理した地域活性化策の⽅針について、事

前に実施した「地域として実現したいこと」、「⾵⼒発電事業との
関連性が⼤きいもの」に関するアンケートをもとに、具体的な協議
を⾏う際の優先順位を検討しました。
また「環境影響」については、より当事者意識をもった認識・検

討とするため、動画や地図などの視覚に作⽤する資料を⽤いて、騒
⾳、影、景観等への影響検討を⾏いました。
「合意形成」については、⾵⼒発電事業を検討するにあたり、最

低限必要と思われる枠組みとして協定書様式案の検討を⾏いました。
（協議体制、環境配慮事項、地域活性化策案）



資料3

【検討結果のまとめ】環境保全

⾵⼒発電事業に伴う環境影響について、勉強会や先進地視察、検
討会での協議を通して知識を深め、⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニ
ング計画で整理された留意事項に追記する形で、地区毎の環境留意
事項の整理を⾏いました。
これにより地域の⽅にとっては、事業者の⽅に留意してほしい項

⽬が整理され、事業者の⽅にとっては、地域の⽅が留意してほしい
項⽬を把握することが可能となりました。
今後事業の進⾏に際しては、この環境留意事項に配慮した事業が

検討される必要あります。

資料3

【検討結果のまとめ】地域貢献

ワークショップを⾏い、地域の活性化に対する皆さんの考えを整理し、アン
ケートを実施することで、優先順位の整理を⾏いました。
これにより今後の地域活性化の⽅針が整理され、⾵⼒発電事業が地域の活性

化に対しどのように貢献できるのか検討を⾏うための基礎となる資料が作成さ
れました。
ただし、今回整理した地域活性化策の⽅針は⾵⼒発電事業との関連性の⼤き

さに差があります。また今後の地域の状況の変化等により内容や優先順位も変
化することが想定されます。
今後具体的な活動に取り組んでいくに当たり、地域・⾵⼒発電事業者・⻄海

市、さらに関係組織等とが協議を⾏い、それぞれの役割を明確にしながら、そ
の時点の地域や事業の状況を考慮し、取り組んでいく必要があります。



資料3

【検討結果のまとめ】合意形成

先進地視察で学んだ地域と⾵⼒発電事業との係わり⽅を参考としながら、⾵
⼒発電事業の進め⽅を取りまとめた協定書の様式案を事務局で作成し、検討を
⾏いました。
これにより、地域もしくは⾵⼒発電事業者といった、ある特定の組織にとっ

て良い事業とするのではなく、地域、⾵⼒発電事業者、⻄海市それぞれにとっ
て良い⾵⼒発電事業とするためのルールの枠組みが作成されました。
ただし今回検討を⾏った協定書（様式案）は、あくまでも協定書の様式案で

あり、事業が実施される際には地域や事業の状況に応じて、⻄海市を⽴会⼈と
しながら、地域と事業者が協定書の内容について協議を⾏う必要があります。



資料 4 

1 

 

平成 30 年度 第⼆回中浦地区検討会 第⼆回江島地区検討会でのご意⾒の概要と対応 

 
○環境影響に対するご意⾒の概要と対応内容 

■電波障害について 
 ご意⾒の概要  対応 
江
島
地
区 

○協定書（様式案）の第 7 条において騒⾳
や振動、超低周波⾳と記載されているが、
テレビ等への電波障害は⼊れなくてよいの
か。 

→ 

○協定書（様式案）本⽂中には記載していません
が、「資料 6-2 江島地区における環境留意事項
について」に、今後事業者が事業を実施する際の
留意事項の⼀つとして、テレビ電波に関しても記
載をしています。 

■漁業について 
 ご意⾒の概要  対応 
江
島
地
区 

○⾵⼒発電機の配置について、漁業者とし
ては漁場の損失が無いように、また船の通
⾏に⽀障がないことを第⼀に考えてほし
い。 
○各近隣の漁業者の漁場でもあるためその
点も考えていただきたい。 
○蝟集効果や藻場の⽣物が⽣まれる効果が
あると聞くが実際のところはやってみない
とわからない。⾵⼒発電機が設置される前
後を確認の上、改善すべき点があるならば
改善していただきたい。 

→ 

○「資料 6-2 江島地区における環境留意事項に
ついて」に環境影響に対するご意⾒として追記し
ます。 
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2 

 

○合意形成に対するご意⾒の概要と対応内容 

■地区分科会について 

 ご意⾒の概要  対応 

中

浦

地

区 

○⻄海市環境実践モデル都市地域連携

協議会は⾏政機関の⼀種であるのに対

し、地区分科会は⾏政機関ではないと

考えざるを得ないため両者は親・⼦の

関係にはならないのではないか。地区

分科会とすると親と⼦の関係になるた

め、ネーミングを考えたほうが良い。 

○地区分科会を年 1 回以上開催するこ

とになると、その費⽤や諸経費が発⽣

すると思うが、そこに対する内容が記

載されていない。 

○検討会がこれまで何度が⾏われた

が、その内容が島⺠にあまり伝わって

いないように感じる。 

→ 

○名称を「（仮称）○○地区⾵⼒発電地域連絡協議会」

とします。またこの「（仮称）○○地区⾵⼒発電地域

連絡協議会」と「⻄海市環境実践モデル都市地域連携

協議会」は親・⼦の関係にはならないことから、協定

書（様式案）第 11 条における報告先を、⻄海市 担

当部局とします。 

（担当部局に報告された内容は、⻄海市内部（⻄海市

環境実践モデル都市地域連携協議会等）において内容

の集約を⾏います。） 

○「（仮称）○○地区⾵⼒発電地域連絡協議会」の運

⽤に関する内容については、規約を作成しそちらに記

載しております（資料 5-3 地域連絡協議会規約（様

式案））。また委員への報酬は原則として無しとし、学

識経験者・有識者への謝⾦及び開催に係る事務費⽤に

ついては事業者負担とします。 

■○○地区⾵⼒発電地域連絡協議会の構成員について 

 ご意⾒の概要  対応 

江

島

地

区 

○地区分科会という会はどのような構

成で、どのように運営していくのか。 

○委員の選定基準はどうなっているの

か。 

→ 

○構成員について、（仮称）○○地区⾵⼒発電地域連

絡協議会では地域検討会の検討結果が引き継がれる

ことから、地域検討会の構成員を基本とする以下の

⽅々とし、協議状況に応じて適宜変更できるものとし

ます。 

（学識経験者・有識者、住⺠代表、農林漁業関係者、

観光・商⼯・航路⾦融等関係者、⻄海市関係部局） 

 なお住⺠代表は基本的に⾃治会⻑等地域の代表者

とします。地域住⺠の⽅から○○地区⾵⼒発電地域連

絡協議会に対する要望等があった場合は、⾃治会⻑等

地域の代表者が代わりに○○地区⾵⼒発電地域連絡

協議会に意⾒を述べることを基本とします。 

中

浦

地

区 

○⾃分も会議に参加し発⾔したいとい

う⽅がいた場合どうするのか。 

○最初のメンバー選びの⽅法といった

構成員の属性のようなものをもう少し

丁寧に記載したほうが良いのではない

か。 
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○合意形成に対するご意⾒の概要と対応内容 

■事業の更新について 

 ご意⾒の概要  対応 

江

島

地

区 

○運転の更新について、機械を載せ替え

るのか⼜は最新鋭の物にするのか、それ

によって事業を継続する可能性もあると

思うが、そういった概念を⽰すような⽂

⾔を⼊れておく必要があるのではない

か。 

→ 

○運転の更新を考える時期には、事業の進捗に応

じて地域の状況も変わっていることが想定されま

す。そこで協定書（様式案）の中では、事業を継

続するのかどうかも含め協議を⾏うことを記載し

ます。 

■他事例における協定書の内容について 

 ご意⾒の概要  対応 

中

浦

地

区 

○他事例における協定書の内容はどうな

っているのか。どんなことが起きるのか

まだ想定できない中で、問題なく事業が

⾏われている⻘森や北海道の事例があ

り、その内容が考慮されているのであれ

ば、提⽰されている協定書（様式案）か

らスタートすれば良いと思うが、このよ

うな提案がされてもなかなか判断しかね

る。 

 ○本地域検討会で作成した協定書（様式案）は他

事例における協定書を基本とし、事務局で内容を

検討し追記・修正しております。 

 協定書には事業内容等の記載もあり、⼀般的に

公開されていないため、複数事例の協定書の内容

との⽐較は難しいところがございますが、何か問

題が⽣じた場合は、第 14 条として「本協定書に定

めのない事項または本協定書各条項の解釈につい

て疑義が⽣じた場合は、甲及び⼄はその都度協議

して解決するものとする。」と記載しております。 

 

 

 

 





事業実施について、地域・先⾏利⽤者等と事業者の間の最終的な合意形成にあ
たっては、事業への同意書や各種契約等が取り交わされることが想定されます。

そして、この同意や契約等を取り交わす前段には、事業者の環境影響や地域貢
献等への配慮・対応⽅針について明⽂化したものが必要となります。

「事業をどのように進めるのかを取り決めた基本的なルール」について明⽂化
したものを拠り所に、地域や様々な関係組織が、事業者と協議を⾏い、同意や契
約等を取り交わすことで、最終的に合意が形成されるものと考えます。

↓
「事業をどのように進めるのか取り決めた基本的なルール」を協定書とし、協定
書の基となる協定書（様式案）について、地域検討会で検討を⾏いました。

【協定書（様式案）の内容】
1) 協議の場 2) 事業計画等の説明 3) 環境影響
4) 地域振興 5) 連絡体制 6) 報告 7) その他

（※検討結果はあくまでも協定書（様式案）となります。
今後には、各地域の実情に応じて、事業者と協定書の詳細内容について協議を

⾏う必要があります。）

合意形成について 資料5-1

1

協定書（様式案）について

1) 協議の場
□⽬的

⾵⼒発電事業は、⼯事の施⼯から⾵⼒発電機の稼働及び撤去まで、地域に
⻑期的に係わる事業となります。その間定期的に地域、事業者、⾏政等が事
業の進捗状況や環境影響、地域貢献等について協議する場を設け、地域との
親和性を⾼く保ちながら、事業を継続していく必要があります。

【協定書（様式案）の内容】
・協定書締結後は、○○地区は事業者が開催する「（仮称）○○地区⾵⼒発
電地域連絡協議会」（以下「地域連絡協議会」とします）をもって、事業に
関する環境影響や地域貢献等について協議する場とします。（第3条）

・事業者は、「（仮称）○○地区⾵⼒発電地域連絡協議会規約」（以下「規
約」とします）に基づいて、地域連絡協議会を運営することとします。 （第
3条）

合意形成について 資料5-1

2



（仮称）○○地区⾵⼒発電地域連絡協議会規約について

□⽬的
協定書（様式案）に記載される地域連絡協議会の運営に関する事項を定め

ることを⽬的とします。

【規約の内容】
■構成員
・地域連絡協議会は、地域検討会の検討結果を引き継ぐことから、地域検討
会の委員を基本とする以下の⽅々より構成することを基本とします。
（第2条）
（学識経験者・有識者、住⺠代表、農林漁業関係者、

観光・商⼯・航路⾦融等関係者、⻄海市関係部局、⾵⼒発電事業者）

・構成員は協議の状況に応じて、構成員の過半数を持って適宜変更できるも
のとします。（第2条）

合意形成について 資料5-1

3

（仮称）○○地区⾵⼒発電地域連絡協議会規約について

【規約の内容】
■構成員
・住⺠代表の構成員については、基本的に⾃治会⻑等地域の代表者とします。
地域住⺠の⽅から地域連絡協議会に対する要望等があった場合は、住⺠代表
の構成員が、地域連絡協議会に、代弁して意⾒を述べることを基本とします。
（第2条）

・委員の任期は、○年とし補⽋委員の任期は、前任者の残任期間とします。
ただし、再任を妨げないものとします。

合意形成について 資料5-1

4



（仮称）○○地区⾵⼒発電地域連絡協議会規約について

【規約の内容】
■構成員
・地域連絡協議会には会⻑を1名置くこととし、会⻑は構成員の互選により
⾵⼒発電事業者以外から決定するものとします。（第3条）

・会⻑の任期は○年とします。（第3条）

■意⾒・助⾔等
・会⻑は構成員と協議の上必要に応じて、学識経験者・有識者等の出席を求
め、意⾒・助⾔等を求めることが出来るものとします。（第4条）

※具体的な構成員とその任期については、協定書が締結される際に、地域の
状況や事業内容を考慮する必要があるため、協定書締結時に、地域、⾵⼒発
電事業者及び⻄海市の協議によって決定することとします。

合意形成について 資料5-1

5

（仮称）○○地区⾵⼒発電地域連絡協議会規約について

【規約の内容】
■開催
・⾵⼒発電事業者は地域連絡協議会を年1回以上開催することとし、会⻑と
協議の上、必要に応じて開催できるものとします。（第5条）

・会⻑は協議の状況に応じて、地域連絡協議会の開催を⾵⼒発電事業者に求
めることが出来ます。（第5条）

・地域連絡協議会は構成員の過半数の出席を持って開催できるものとします。
（第5条）

・⾵⼒発電事業者は⼯事施⼯開始前の可能な限り早い時期から地域連絡協議
会を開催するものとします。（第6条）

・⾵⼒発電事業者は、協定書第4条第2項において協議を⾏う、撤去完了と判
断する状態について、○○地区及び⾵⼒発電事業者が地域連絡協議会で確認
を⾏うまで、地域連絡協議会を開催するものとします。 （第6条）

合意形成について 資料5-1

6



（仮称）○○地区⾵⼒発電地域連絡協議会規約について

【規約の内容】
■費⽤
・構成員への報酬は原則無とし、学識経験者・有識者への謝⾦及び地域連絡
協議会の開催にかかる事務費⽤については⾵⼒発電事業者が負担するものと
します。（第7条）

■記録
・⾵⼒発電事業者は、地域連絡協議会における全ての協議事項、報告などに
ついて、議事録を作成し、○○地区と共有するものとします。（第8条）

■雑則
・この規約に定めるもののほか、地域連絡協議会の運営等に関して必要な事
項は、その都度定めるものとします。（第9条）

合意形成について 資料5-1

7

協定書（様式案）について

2) 事業計画等の説明
□⽬的

⾵⼒発電施設については、①建設（⼯事⽤⾞両・作業船の通⾏、⼤型建設
機械の稼働等）、②運転（⾳・低周波・影等）、③撤去（①と同様）の各段
階において、地域住⺠（⽣活や健康等）、先⾏利⽤者（利⽤⽅法）への影響
が想定されるため、丁寧な事前説明や進捗状況報告は必須となります。

また⾵⼒発電機等事業に係わる施設の撤去については、先の将来になりま
すが、その⽅法や原状回復の程度および費⽤の積み⽴て状況等については、
事前に協議・共有しておく必要があります。

【協定書（様式案）の内容】
・⾵⼒発電事業者は事業計画や⼯事計画、⼯事の進捗状況や⾵⼒発電機の運
転状況等事業に関する事項を地域連絡協議会に報告することとします。

また⾵⼒発電機など事業に係わる施設の撤去に関しては、事業者はその資
⾦計画について報告するとともに、撤去⽅法や撤去後の状態について協議す
ることとします。なお事業を継続する場合は、適切な時期に協議を⾏うもの
とします。（第4条）

合意形成について 資料5-1
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協定書（様式案）について

3) 環境影響
○⽬的

事業の実施に伴う環境影響については、環境影響評価によって、調査・予
測・評価や保全措置の検討が⾏われます。

⼀⽅、⼯事中や⾵⼒発電機の建設後、環境影響評価の中で想定されなかっ
た影響が⽣じたり、事故等が発⽣したりする可能性もあります。⾵⼒発電事
業者には、そのような状況への対応が求められます。

【協定書（様式案）の内容】
・⾵⼒発電事業者は、地域住⺠から、⼯事中を含む事業の実施に起因すると
想定される騒⾳や振動、低周波⾳、⾵⼒発電機の影等による⽣活に対する⽀
障や健康等への影響に対する問い合わせがあった場合は、速やかに確認及び
必要に応じて調査を実施する等、必要な対応を⾏うものとします。（第5
条）

合意形成について 資料5-1

9

協定書（様式案）について

3) 環境影響
【協定書（様式案）の内容】
・騒⾳や振動、低周波⾳、⾵⼒発電機の影等により健康に影響が⽣じている
と考えられる場合、必要な対応を⾏うまでの間、応急的な処置を施す等、住
⺠の⽣活や健康に被害が出ないように努めるものとします。（第5条）

また問い合わせを⾏った地域住⺠の了承を得た場合には問い合わせ内容、
調査及び措置を実施した場合はその結果を地域連絡協議会に報告するものと
します。（第5条）

・⾵⼒発電事業者は、環境影響評価によって事後調査を⾏う場合には、事後
調査の結果を地域連絡協議会に報告するものとします。（第6条）

合意形成について 資料5-1
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協定書（様式案）について

3) 環境影響
【協定書（様式案）の内容】
・⾵⼒発電事業者は、⾵⼒発電機の稼働状況等を常に把握すると共に、故障
や破損等の不具合が⽣じた際には早急に対応するものとし、この不具合が地
域住⺠の安全を害するおそれがある場合には、不具合の内容や対応結果につ
いて地域連絡協議会及び○○地区に報告することとします。（⾵⼒発電事業
者が⾵⾞メーカーに対して負う守秘義務や監督官庁の指導、命令等若しくは
関係法令等に反しない範囲 ）（第7条）

・⾵⼒発電事業者は、本検討会で検討した「環境保全」の検討結果（資料
6）に留意し事業を実施するものとします。（第8条）

合意形成について 資料5-1

11

協定書（様式案）について

4) 地域振興
○⽬的

⾵⼒発電事業の実施によるメリットとして地域振興につながることが期待
されます。そのためには事業期間の中で、地域、⾵⼒発電事業者、⾏政がそ
れぞれの役割を明確にしたうえで、継続的に協議を⾏い、取り組んでいく必
要があります。

【協定書（様式案）の内容】
・○○地区及び事業者は、本検討会の検討結果（資料7）に⽰す地域振興等
について、継続的に協議を⾏うこととします。また協議に当たっては、○○
地区や⾵⼒発電事業者並びに関係組織が担う役割等など具体的に協議し、そ
れぞれが協議が成⽴した事項について速やかに取り組み、その状況を地域連
絡協議会に報告することとします。（第9条）

合意形成について 資料5-1
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協定書（様式案）について

5) 連絡体制
○⽬的

⾵⼒発電事業は⼯事実施や⾵⼒発電施設の運転、事業の実施に伴う地域振
興に係る取り組み等、地域との係わりの深い事業となります。また事故等が
発⽣した際には早急な事態の収束が求められます。このような事から事業や
事業者に関する問い合わせ窓⼝や緊急の際の連絡体制の開⽰が求められます。

【協定書（様式案）の内容】
・⾵⼒発電事業者は、地域住⺠からの問い合わせ窓⼝及び緊急の際の連絡体
制を整え、○○地区及び地域連絡協議会に⽰すこととします。

また事業や事業者に関する問い合わせがあった際には早急に対応すること
とし、問い合わせ者の了承を得た場合には、その内容や、対応を⾏った場合
はその結果を地域連絡協議会に報告することとします。（第10条）

合意形成について 資料5-1

13

協定書（様式案）について

6) 報告
○⽬的

本協定書に記載する地域連絡協議会は、各地区ごとの取り組みとなります
が、この取り組みを⻄海市 担当部局に報告することで、各地区の取り組み
内容の集約化が図られます。

【協定書（様式案）の内容】
・事業者は、地域連絡協議会の協議内容を年1回⻄海市 担当部局に報告す
るものとします。（第11条）

合意形成について 資料5-1
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協定書（様式案）について
合意形成について 資料5-1

15

○○地区⾵⼒発電
地域連絡協議会

○○地区⾵⼒発電
地域連絡協議会

○○地区⾵⼒発電
地域連絡協議会

⻄海市 担当部局

⻄海市 環境実践モデル都市
地域連携協議会

○○WG ○○WG ⾵⼒WG（仮）
（新設）
各地区の⾵⼒
発電事業の集約

協定書（様式案）について

7) その他
【協定書（様式案）の内容】
・協定書の有効期間は、協定締結⽇から第4条第２項で協議する撤去後の状
態まで撤去が完了し、それを地域連絡協議会で確認するまでの間とします。
（第12条）

・○○地区及び⾵⼒発電事業者は、本協定に定める事項に拘らず、事業の実
施に伴い新たに⽣ずる事項等について、協議を⾏うものとします。（第13
条）

・本協定書に定めのない事項または本協定書各条項の解釈について疑義が⽣
じた場合は、○○地区及び⾵⼒発電事業者はその都度協議して解決するもの
とします。（第14条）

・本協定書は、⾵⼒発電事業の実施にあたり、先⾏利⽤者など個別組織等と
事業者とが別途契約等を結ぶことを制限するものではありません。（第15
条）

合意形成について 資料5-1

16



資料 5-2 

協定書（様式案） 

 

 長崎県西海市■■町●●地区（以下「甲」という。）と○○株式会社（以下「乙」という。）

は、乙が甲で行う風力発電事業（以下「事業」という。）に伴う地域の環境保全、地域振興

の他必要な事項に関し、西海市長を立会人として次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第1条 この協定書は、乙が実施する事業について、甲及び乙が協議する場を設け、甲へ

の環境影響を可能な限り低減しつつ、継続的な地域振興に寄与する事業とするた

めの取り決め事項を定めることを目的とする。 

（信義誠実の原則） 

第2条 甲及び乙は、信義に従い誠実にこの協定に定める各条項を履行するものとする。 

（協議の場） 

第3条 甲は、乙の事業に伴う環境保全や地域振興等を協議するための機関として、乙が

開催する（仮称）○○地区風力発電地域連絡協議会（以下「地域連絡協議会」と

いう）を以てこれにあたるものとする。 

2   乙は、（仮称）○○地区風力発電地域連絡協議会規約に基づき地域連絡協議会を運

営することとする。 

（事業計画等の説明） 

第4条 乙は、事業計画、工事計画、工事進捗状況、運転開始後の運転状況等、事業に関

する事項を地域連絡協議会に報告することとする。 

2   乙は、風力発電機等の事業に係わる施設の撤去を行う場合は、撤去後の状態及び

方法等ついて、甲と協議を行うものとする。また、乙は、撤去費用の資金計画を

地域連絡協議会に報告することとする。なお、事業を継続する場合には、適切な

時期に甲と協議を行うものとする。 

（環境影響） 

第5条 乙は、地域住民から、工事中を含む事業の実施に起因すると想定される騒音や振

動、低周波音、風力発電機の影等による生活に対する支障ならびに健康等への影

響に対する問い合わせがあった場合は、速やかに確認及び必要に応じて調査を実

施する等、必要な対応を行うものとする。 

2  乙は、騒音や振動、低周波音、風力発電機の影等による健康への影響が生じている

と考えられる場合、騒音や振動、低周波音、風車の影等に対し必要な対応を行う

までの間、応急的な処置を施す等、住民の生活や健康に被害が出ないよう努める

ものとする。 

3   乙は、前項に関する問い合わせを行った地域住民の了承を得た場合には、前項に関

する問い合わせ内容及び調査、措置を実施した場合はその結果を地域連絡協議会
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に報告するものとする。 

第6条 乙は、環境影響評価の結果、事後調査を行う場合には、事後調査の結果を地域連

絡協議会に報告するものとする。 

第7条 乙は、日常的な管理や遠隔監視等により風力発電機の稼働状況等を常に把握し、

故障及び破損等の不具合が生じた際には、早急に対応するものとする。 

 

2  乙は、前項に関する対応を行った場合で、かつ、故障及び破損等の不具合が地域

住民の安全を害するものである場合には、乙が風車メーカーに対して負う守秘義

務又は監督官庁の指導、命令等若しくは関係法令等に反しない範囲内で不具合の

内容及び対応結果について地域連絡協議会及び甲に報告するものとする。 

第8条 乙は、別添資料 1 に示す内容に留意し、事業を実施するものとする。 

（地域振興） 

第9条 甲及び乙は、別添資料 2 に示す地域振興等について、継続的に協議を行うことと

する。なお、協議に当たっては、甲及び乙並びに関係組織が担う役割等を明確に

するものとする。 

2  甲及び乙並びに関係組織は協議が成立した事項について速やかに取り組み、その状

況を地域連絡協議会に報告するものとする。 

（連絡体制） 

第10条 乙は、地域住民からの問い合わせ窓口及び緊急の際の連絡体制を整え、甲及び地

域連絡協議会に示すものとする。 

2  乙は、地域住民から事業又は事業者に関する問い合わせがあった際には早急かつ誠

実に対応するものとする。 

3 乙は、前項に関する問い合わせを行った地域住民の了承を得た場合には、前項に

関する問い合わせ内容、及び対応を行った場合はその結果を地域連絡協議会に報

告するものとする。 

（報告） 

第11条 乙は、地域連絡協議会での協議内容を西海市 担当部局に年 1 回報告するものと

する。 

（有効期間） 

第12条 本協定の有効期間は、協定締結後から風力発電機等の事業に係わる施設が撤去さ

れ、第 4 条第 2 項において協議を行う撤去完了と判断する状態について、甲及び

乙が地域連絡協議会で確認するまでの間とする。 

（その他） 

第13条 甲及び乙は、本協定に定める事項に拘らず、事業の実施に伴い新たに生ずる事項

等について、協議を行うものとする。 

第14条 本協定書に定めのない事項または本協定書各条項の解釈について疑義が生じた場
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合は、甲及び乙はその都度協議して解決するものとする。 

第15条 本協定書は先行利用者など個別組織等と乙が別途契約等を結ぶことを制限するも

のではない。 

 

 本協定の締結を証するため、本書○通を作成し、甲、乙及び立会人が記名押印のうえ、

各々1 通を保有するものとする。 
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（仮称）○○地区風力発電地域連絡協議会規約（様式案） 

 

平成○○年○月○日制定 

 

（目的） 

第1条 この規約は、長崎県西海市■■町●●地区（以下「甲」という）と○○株式会社

（以下「乙」という）が締結した協定書に示される（仮称）○○地区風力発電地

域連絡協議会（以下「地域連絡協議会」という）の運営に関する事項を定めるこ

とを目的とする。 

（構成員） 

第2条 地域連絡協議会は、別表 1 に掲げる団体等をもって組織する。 

2   構成員は協議の状況に応じて、構成員の過半数の同意を持って適宜変更できるも

のとする。 

3   住民代表の構成員は、基本として自治会長等地域の代表者とする。なお地域から

の要望等があった場合は住民代表の構成員が、代弁して地域連絡協議会に意見を

述べることを基本とする。 

4   委員の任期は、○年とし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、

再任を妨げないものとする。 

第3条 地域連絡協議会に会長を 1 名置くものとし、会長は地域連絡協議会を代表し、会

務を総括する。 

2   会長は構成員の互選により乙以外の構成員から決定するものとする。 

3   会長の任期は○年とする。 

（意見・助言等） 

第4条 会長は構成員と協議の上必要に応じて、学識経験者・有識者等の出席を求め、意

見・助言等を求めることができるものとする。 

（開催） 

第5条 乙は年 1 回以上地域連絡協議会を開催することとし、会長と協議の上、必要に応

じて開催できるものとする。 

2   会長は協議の状況に応じて、地域連絡協議会の開催を乙に求めることができる。 

3   地域連絡協議会は構成員の過半数の出席を持って開催できるものとする。 

第6条 乙は、工事施工開始前の可能な限り早い時期から地域連絡協議会を開催するもの

とする。 

2   乙は、協定書第 4 条第 2 項において協議を行う、撤去完了と判断する状態につい

て、甲及び乙が地域連絡協議会で確認を行うまで、地域連絡協議会を開催するも

のとする。 

（費用） 
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第7条 構成員への報酬は原則無とし、学識経験者・有識者への謝金及び地域連絡協議会

開催に係る事務費用については乙が負担するものとする。 

（記録） 

第8条 乙は、地域連絡協議会における全ての協議事項、報告等について、議事録を作成

し、甲と共有するものとする。 

（雑則） 

第9条 この規約に定めるもののほか、地域連絡協議会の運営等に関して必要な事項は、

その都度定めるものとする。 

 

別表１（第 2 条関係） 

学識経験者・有識者 

住民代表 

農林漁業関係者 

観光・商工・航路金融等関係者 

西海市関係部局 

○○株式会社（風力発電事業者） 
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⻄海市⾵⼒発電導⼊に向けた地域検討会では、中浦地区における環境影響に対し、以下のよ

うなご意⾒が挙げられました。 

今後中浦地区において事業を実施する場合は、次ページ以降に記載される「中浦地区におけ

る環境留意事項」に留意し、事業を実施する必要があります。 

 

○⻄海市⾵⼒発電導⼊に向けた地域検討会において挙げられたご意⾒ 

 

【騒⾳】 

・騒⾳、低周波⾳による影響が⼀番懸念されるが、そういった影響が考慮された事業であれば

問題ないと考える。 

・今後の事業計画によるだろうが、⾵⾞が増えても騒⾳の影響は問題ないものなのか。騒⾳と

⾵⾞の⼤きさや数との関係について具体的に教えていただきたい。 

・⾵⼒発電機から発せられる低周波⾳にはどのような⼈体影響があるのか。 

・伊佐ノ浦公園のコテージは夏休み等⾮常に利⽤客が多いが、候補エリアが⾮常に近く、騒⾳

による影響が懸念される。施設や利⽤客に対する影響を検討していくべきではないか。 

 

【⽔路】 

・⾕等で集めた⽔を各地へ配⽔している⽔路が存在する。事業の実施による影響が出ないか⼼

配である。 

 

【⿃類】 

・⻄海市はアカハラダカの主要な渡りのルートとなっている。またツル類に関して、ほぼ全世

界のナベヅル１万⽻程度は 2 ⽉〜3 ⽉にかけて⿅児島から北へ移動するがその際に⻄海市の上

空を通る。⻄海市は⾃然豊かな場所であるので慎重に事業を進めていただきたい。 

 

【景観】 

・⻄海市観光協会では⾃然景観を売りにしているが、そこに⼈⼯物が建設されることに対する

影響を懸念している。⾃然景観と調和できなければ問題であるが、新たな観光資源となりいい

⽅向へ進めていければ良いと考える。 

 

【⾵⾞の影（シャドーフリッカー）】 

・影の影響（シャドーフリッカー）について考慮していただきたい。 
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中浦地区における環境留意事項 
項⽬ 留意すべき事項 

騒⾳・低
周波⾳、
⾵⾞の影 

住居 
エリアから最近傍の住居は、北⻄側の約 600m に位置する。事業を
検討する際に事業者は、近傍の住居に対して⾵⾞から発せられる騒
⾳・低周波⾳や設置による影の影響について検討する必要がある。 

環境配慮施設 
（学校、病院、
福祉などの環
境に配慮すべ
き施設） 

エリアから最近傍の環境配慮施設は、南⻄約 1,900m に位置する。
事業を検討する際に事業者は、⾵⾞から発せられる騒⾳・低周波⾳
や設置の影について、環境配慮施設、畜産施設への影響について検
討する必要がある。 

養鶏場・⽜舎
等の畜産施設 

畜産施設は、エリア内に 1 箇所の種豚場が存在する。事業を検討す
る際に事業者は、施設および作業従事者に対して留意する必要があ
る。 

公園 
エリア付近には伊佐ノ浦公園が存在する。事業を検討する際に事業
者は、伊佐ノ浦公園の利⽤者に対して⾵⾞から発せられる騒⾳・低
周波⾳や設置による影の影響について検討する必要がある。 

⽔利⽤ ⽔路 
⾕等で集めた⽔を各地へ配⽔している⽔路が存在する。事業を検討
する際に事業者は、⼯事の実施や施設の設置による⽔路への影響に
ついて検討する必要がある。 

動物 
主要な渡り⿃
のルート 

⻄海市はアカハラダカの主要な渡りのルートとなっている。またツ
ル類に関して、ほぼ全世界のナベヅル１万⽻程度は 2 ⽉〜3 ⽉にか
けて⿅児島から北へ移動するがその際に⻄海市の上空を通る。調査
で確認されたツル類の渡り状況は、⾶⾏⾼度が地上から 160m 以上
であり、⾵⾞の⾼さを 160m 未満にすれば影響は軽微であると考え
られる。ただし、⿃類の渡り状況は、気象条件や渡り⿃個体の状態
により、常に同⼀の経路や⾼度をとることは限らないため、事業を
検討する際に事業者は、渡り⿃に関しての詳細な調査、予測及び評
価を実施する必要がある。 

植物 

⾃然度の⾼い
植物群落 
( 環 境 省
1/2.5 万現存
植⽣図) 

エリア内には、植⽣⾃然度※1 が 9 の植物群落が存在する。事業を
検討する際に事業者は、⼟地改変による影響に留意する必要があ
る。 
※1 植物⾃然度とは、植物社会学的な観点から植物群落の⾃然性

がどの程度残されているかを⽰す指標であり、植物群落ごとに
1〜10 の 10 段階に分けられる。植物⾃然度が 9 や 10 の植物
群落は、⾃然性が多く残っていて、重要な植物群落として扱わ
れることが多い。 

景観 
主要な眺望点 

エリア周辺には、⻑尾城跡や中浦ジュリアン記念公園などの眺望点
が存在する。事業を検討する際に事業者は、これら以外の眺望点に
も⼗分留意し、設置する⾵⾞に対して、各眺望点からの視認可能性、
眺望特性（主要な眺望⽅向、景観要素など）、⽀障の程度を確認し、
⽀障の程度に応じた配慮を検討する必要がある。 眺望景観 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（中浦地区）」 
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中浦地区における環境留意事項 

項目 情報 留意すべき内容 

⼈と⾃然
との触れ
合い活動

の場 

九州⾃然歩道 
（環境省⻑距離⾃然
歩道） 

エリア内には、九州⾃然歩道が存在するため、事業を検討す
る際に事業者は、⼟地改変や資材運搬などによる影響に留意
する必要がある。 

野外レクリエーシ
ョン施設 

エリア内に位置する伊佐ノ浦公園は、⾃然との触れ合い活動
が出来る施設である。事業を検討する際に事業者は、施設の
利⽤（利便性の低下など）に対する影響を検討する必要があ
る。 

事業計画 

⺠有林保安林 

エリア内には、解除が困難とされる傾斜度 25°以上の⼀級指
定地の⺠有林保安林が存在する。事業を検討する際に事業者
は、保安林の位置、種類、指定状況を確認し、⾵⾞の配置や
取り付け道路等の地形改変区域が含まれないように留意する
とともに、関係者と協議する必要がある。 

地域森林計画おけ
る森林経営計画 

エリア内には、計画が作成されている森林が存在する。事業
を検討する際に事業者は、⾵⾞や取り付け道路等の配置検討
にあたり当該計画の詳細を把握し、関係者と協議する必要が
ある。 

鉱業権区域 
エリア内には、鉱業権区域が存在する。事業を検討する際に
事業者は、鉱業権の内容について把握し、必要に応じて関係
者と協議することに留意する。 

⽔道利⽤ 

エリア内には、⻄海市⽔道⽔源保護条例で指定されている⽔
源保護区域の既存⽔源（伊佐の浦川砂防ダム上流域；農業⽤
の伊佐の浦ダムは伊佐の浦川砂防ダム上流域に位置してい
る）が存在する。事業化の際に事業者は、⻄海市⽔道⽔源保
護条例に則り、関係部局と協議し、必要に応じて関係地域に
対して説明会の開催等の措置を取る。 

電波障害 

エリア内はテレビ受信への影響が懸念される地域である。事
業を検討する際に事業者は、放送波中継、テレビ受信者への
放送電波受信に対する影響について検討し、関係者と協議す
る必要がある。 

埋蔵⽂化財 

エリア周辺では、「⽯鍋」遺跡が存在する可能性がある。事業
を検討する際に事業者は、⼟地改変する範囲が確定した段階
で、⻄海市教育委員会へ調査の実施について相談する必要が
ある。 

農地 
エリアの北側にはみかん畑等の農地が存在する。事業化の際
に事業者は、関係者と協議するとともに、農業従事者への影
響についても留意する必要がある。 

その他 累積的影響 
エリア内外に、別事業の⾵⼒発電施設が計画された場合には、
事業者はそれらの⾵⼒発電施設の影響も含め、環境影響を検
討する必要がある。 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（中浦地区）」 
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⻄海市⾵⼒発電導⼊に向けた地域検討会では、江島地区における環境影響に対し、以下のよ

うなご意⾒が挙げられました。 

今後江島地区において事業を実施する場合は、次ページ以降に記載される「江島地区におけ

る環境留意事項」に留意し、事業を実施する必要があります。 

 

○⻄海市⾵⼒発電導⼊に向けた地域検討会において挙げられたご意⾒ 

【騒⾳】 

・地域住⺠としては騒⾳、超低周波⾳の影響が最も気になると考えられる。その点については

しっかりとしたデータを⽰していただき住⺠の⽅の理解を得ていくことが重要だと考えている。 

【地下⽔】 

・建設時の影響について、江島地区の上⽔道は地下⽔を利⽤している。地下⽔脈に対して⼯事

の影響は⽣じないのか。 

 【⾵⾞の影（シャドーフリッカー）】 

・⾵⾞の影による影響を懸念している。 

 【テレビ電波】 

・テレビ電波への影響はどうなのか。 

 【漁業】 

・⾵⼒発電機の配置について、漁業者としては漁場の損失が無いように、また船の通⾏に⽀障

がないことを第⼀に考えてほしい。 

・各近隣の漁業者の漁場でもあるためその点も考えていただきたい。 

・蝟集効果や藻場の⽣物が⽣まれる効果があると聞くが実際のところはやってみないとわから

ない。⾵⼒発電機が設置される前後を確認の上、改善すべき点があるならば改善していただき

たい。 
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江島地区における環境留意事項 
項⽬ 留意すべき事項 

騒⾳・低
周波⾳、
⾵⾞の影 

住居 

エリア内に位置する江島には 100 ⼈ほどが⽣活しており、漁港周辺
に集中している。事業を検討する際に事業者は、近傍の住居に対し
て⾵⾞から発せられる騒⾳・低周波⾳や設置による影の影響につい
て検討する必要がある。 

環境配慮施設 
（学校、病院、福
祉などの環境に配
慮すべき施設） 

エリア内に位置する江島には江島⼩中学校や診療所などの環境配慮
施設が存在する。事業を検討する際に事業者は、⾵⾞から発せられ
る騒⾳・低周波⾳や設置の影について、環境配慮施設への影響につ
いて検討する必要がある。 

⽔利⽤ 地下⽔ 
江島には地下⽔脈が存在し、上⽔道に利⽤されている。事業を検討
する際に事業者は、島内における施設の設置や⼯事の実施による地
下⽔脈への影響について検討する必要がある。 

動物 

主要な渡り⿃のル
ート 

⻄海市はアカハラダカの主要な渡りのルートとなっている。またツ
ル類に関して、ほぼ全世界のナベヅル１万⽻程度は 2 ⽉〜3 ⽉にか
けて⿅児島から北へ移動するがその際に⻄海市の上空を通る。調査
で確認されたツル類の渡り状況は、⾶⾏⾼度が地上から 160m 以上
であり、⾵⾞の⾼さを 160m 未満にすれば影響は軽微であると考え
られる。ただし、⿃類の渡り状況は、気象条件や渡り⿃個体の状態
により、常に同⼀の経路や⾼度をとることは限らないため、事業を
検討する際に事業者は、渡り⿃に関しての詳細な調査、予測及び評
価を実施する必要がある。 

⿂類の回遊ルート 

エリア周辺の⾵⼒発電施設の設置による⿂類の回遊ルートへの影響
については、現段階では情報が不⾜しており不明な点が多い。その
ため、事業を検討する際に事業者は、最新の情報収集に努め、必要
に応じて調査・検討を実施する必要がある。 

植物 藻場 

平成 25 年、26 年の⻑崎県が実施した調査では江島周辺には藻場の
分布が確認されている。事業を検討する際に事業者は、藻場の分布
等の状況の詳細を把握し、必要に応じて保全対策を検討する必要が
ある。 

景観 
主要な眺望点 

エリア周辺には、碁⽯が浜などの眺望点が存在する。事業を検討す
る際に事業者は、これら以外の眺望点にも⼗分留意し、設置する⾵
⾞に対して、各眺望点からの視認可能性、眺望特性（主要な眺望⽅
向、景観要素など）、⽀障の程度を確認し、⽀障の程度に応じた配慮
を検討する必要がある。 

眺望景観 

その他 
陸上利⽤ 

テレビ電波 
事業を検討する際に事業者は、放送波中継、テレビ受信者への放送
電波受信（共同受信施設の受信を含む）への影響について検討する
必要がある。 

その他 
海⾯利⽤ 

海上交通 
（航⾏船舶） 

事業を検討する際に事業者は、船舶航⾏の安全に関わる項⽬につい
て⼗分に検討し、海上保安庁などと船舶航⾏に係る安全対策の協議
等を実施（必要に応じて第三者機関による調査・検討を含む）する
必要がある。 

海上インフラ（灯
台、灯浮標など） 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（江島地区）」 
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江島地区における環境留意事項 
項⽬ 留意すべき事項 

その他 
海⾯利⽤ 

定期航路 

エリア内には崎⼾商船の航路と九州商船等の予備航路（第2〜5基
準経路）が存在する。事業を検討する際に事業者は、運航事業者
に対して、⼗分な説明・協議を⾏うとともに、船舶の航⾏安全に
配慮した離隔距離を設定する必要がある。 

港湾・漁港 

エリア周辺に江島の丸⽥漁港が存在する。事業を検討する際に事
業者は、将来構想や開発空間の留保等、港湾及び漁港の開発、利
⽤、保全計画に影響を及ぼさないように留意し、関係者と⼗分な
協議を⾏う必要がある。 

指定避難海域・⼀
般錨地 

エリア内には⼀部「船舶運航事業者における津波避難マニュアル
作成の⼿引き」（平成 26 年，国⼟交通省海事局）に基づき設定さ
れた指定避難海域が存在する。事業を検討する際に事業者は、そ
の変更を含め海事関係者との⼗分な協議を⾏う必要がある。 

漁場利⽤ 

エリア内および周辺では、主に刺網（エビ）、釣り（⼀本釣り、曳
縄）が操業されている。事業を検討する際に事業者は、操業実態
を調査し、漁業関係者との⼗分な調整・協議を⾏い、漁業協調策
を含めた両者の共存策の検討を⾏う必要がある。また、他地域か
ら⼊漁する漁業主体に対しても、⼗分な調整・協議を⾏う必要が
ある。（漁業種類別の留意事項については補⾜表１を参照） 

漁業権 
事業を検討する際に事業者は、共同漁業権の許可を受けた漁業主
体漁業者に対して⼗分な説明・協議を⾏う必要がある。 

累積的影響 

エリア内外に、別事業の⾵⼒発電施設が計画された場合には、そ
れらの⾵⼒発電施設の影響も含め、環境影響を検討する必要があ
る。 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（江島地区）」 

 

補⾜表 1 漁業種類別の留意事項（江島地区） 
漁業種類 留意すべき内容 

刺網（イセエビ） 
イセエビは岩礁域に⽣息するため、岩礁上に⾵⾞を設置する際には、イセエ
ビの⽣息環境への影響について留意する必要がある。また、漁業操業時の障
害の程度についても留意する必要がある。 

釣り（⼀本、曳縄） 
⿂類蝟集効果により、⾵⾞の周辺が⼀本釣り、曳縄の漁場として利⽤される
可能性が考えられる。そのため、⾃由漁業である⼀本釣り、曳縄との安全対
策を含めた海⾯の利⽤調整に留意する必要がある。 
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基本⽬標：1.⽣涯にわたり活躍できるひとづくり 

概要 

⻄海市では市内の⼩中学⽣を対象とした、⾵⼒発電施設の⾒学を⾏っています。中浦地区には「⾵

⼒発電等に係るゾーニング導⼊可能性検討モデル事業」における⾵⼒発電の事業推進エリアが設定

されており、今後導⼊されると想定される⾵⼒発電施設を環境学習施設として利⽤することで、⼩

学⽣等へ向けた新たな環境学習施設としての利⽤が期待されます。 

地域の伝統⾏事に関しては、神待祭や 4 年に 1 度の中浦浮⽴が⾏われています。多くの地域住⺠

が参加し、地域にとって⼤切な⾏事となっていますが、今後⾵⼒発電事業者等の参加による継続的

な開催が望まれます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 
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基本⽬標：2.さいかいで活躍できるしごとづくり 

概要 

中浦地区ではみかんをはじめ柑橘類の栽培が盛んです。その⼀⽅で耕作放棄地が増えており、景

観が悪くなっている場所もあります。今後このような耕作放棄地を利⽤し、新たな農産物の栽培を

進め、景観の改善を図っていくことが望まれます。また整備した農地を利⽤した農業体験を実施す

ることで、交流⼈⼝の増加につながっていくことが期待されます。 

観光においては、七ツ釜鍾乳洞や伊佐ノ浦公園のように既に多くの⽅に利⽤されている観光資源

のほか、江河内川のように整備をすれば観光資源として利⽤できる地域資源もあります。今後この

ような地域資源の整備を進め、中浦地区をめぐる観光ルートの作成やツアーを実施していくことで

観光客などの増加が期待されます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

2：さいか

いで活躍で

きるしごと

づくり 

2-1：地域
の特性を
⽣かした
農林業の
振興 

2-1-1：次世代へつな

ぐ農林業基盤の整備 

2-1-1-1:農地等の整備・維

持管理 

⽅針 2-1：耕作放棄地を利⽤した

農産物の栽培や農業体験の実施 

2-4：魅⼒

ある地域資

源を活⽤し

た観光業の

振興 

2-4-1：地域資源を活

かした観光資源の発

掘 

2-4-1-1:新しい観光資源

の発掘・活⽤ 

⽅針 2-2：観光資源の活⽤に向け

た整備と観光ルートの検討 

2-4-3：観光受⼊体制

の充実と認知度アッ

プ 

2-4-3-3：ガイドやインス

トラクターなどの⼈材育成

とネットワーク化の推進 

⽅針 2-3：中浦の魅⼒を体験する

ツアーの実施やガイドの養成 
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り組み
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⻑
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 千

会員

組み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典
http

「耕作放
中浦地区では

ている場所が

場の形成につ

流⼈⼝の増加

典：「Saikai 

耕作放棄地を

耕作放棄地を

の⽅と会員で

参考資料

⻑

⻑野県千曲市

ため「棚⽥貸

千曲市が特定

員は⽥植え、

みです。⾏事

典：「千曲市
p://www.ci

地
放棄地を利
はみかんをは

があります。

つながること

加につながっ

ブログ」ht

を利⽤した農

を利⽤した農

で⾏うオーナ

料：棚⽥

⻑野県千曲市

市では、平成

貸します制度

定農地貸付法

草刈り、稲

事の参加は⾃

HP 棚⽥貸
ity.chikuma

地域活性
利⽤した農
はじめ柑橘類

今後このよ

とが期待され

ていくこと

tp://www.

農作物の栽培

農作物の栽培

ナー制度等の

貸します

市 

成８年度より

度」（棚⽥オー

法により棚⽥

稲刈り、脱穀

由で収穫物

貸します制度
a.lg.jp/docs
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性化策の⽅
農産物の

類の栽培が盛ん

うな耕作放棄

れます。また整

が期待され

city.saikai.n

培 

培を検討します

の仕組みを検討

す制度（オ

事業

、姪⽯（めい

ーナー制度）

を地権者か

穀の各⾏事に参

のみ受け取

度（オーナー
s/2013031

⽅針 2-1
の栽培や農

んですが、耕

棄地を利⽤し

整備した農地

ます。 

nagasaki.jp

す。管理費⽤

討することで

オーナー

業名等 

いし）地区で

を実施して

ら借り受け、

参加し、収穫

るコースもあ

制度）につい
1500256/ 

: 
農業体験
耕作放棄によ

し、農産物の

地を利⽤した

p/sightseei

⽤等を地域外

で、交流⼈⼝

ー制度）に

みんなの

で棚⽥の保全

ています。 

、会員募集し

穫物(お⽶)は

あります。 

いて」

験の実施」
より利⽤され

の栽培を⾏う

た農業体験を

ng/blog/ 

外から募集し

⼝の増加も期

について

のふるさとふ

全、都市と農

し、貸し付け

はすべて会員
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中浦地区には

江河内川の

内川のような

とで、中浦地

江河内川等の

江河内川等の

ついても⼀つ

 

⻑

多以良川はホ

近づきホタル

アをだし、「み

「みんなのふ
⻑崎県河川課で

然とふれあい
た。この事業は
る愛護団体等の
べるために、⿂
た環境学習や清

典：「ながさき
ps://www.n

中浦地区の
下：七ツ釜鍾

地
光資源の活
は伊佐ノ浦公

のように今後

な整備が必要

地区全域での

の整備と観光

の整備と中浦

つの地域資源

参考資料

⻑崎県河川課

ホタルが乱舞

ルを鑑賞する

みんなのふる

ふるさとふれあ
では平成１９年
い、楽しめるよ
は、従来より美
の皆様と連携し
⿂道や護岸、散
清掃活動等が⾏

き旅ねっと」
nagasaki-ta

の主な観光資
鍾乳洞、右下

地域活性
活⽤に向
公園や七ツ釜

後⼿⼊れをすれ

要な場所の整

の観光客等の

光ルートの作

浦地区全域を

源ととらえ、

料：多以良

課 

舞する清らか

ることが出来

るさとふれあ
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年度から平成２
よう「みんなの

化活動や環境
して、⼦供たちが
散策路の整備を
⾏われています

 
abinet.com
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下：中浦ジュ
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性化策の⽅
けた整備

釜鍾乳洞のよ

れば新たな観

整備を進めつつ

の増加が期待

作成 

巡るような観

観光資源と

良川ホタ

事業

かな河川です

来るように地域

あい事業」で

１年度にかけ
のふるさとふれ
境学習に熱⼼に

が安⼼して、⾃
を⾏うものです
す。 

m/guide/60

伊佐の浦公園
ュリアン記念

⽅針 2-2
備と観光ル
ように既に観

観光資源とし

つ、地域全域

されます。 

観光ルートの

しての利⽤や

タルの⾥河

業名等 

。この公園は

域の⽅々がア

で整備されて

けて、県⺠の皆
れあい事業」を

取り組んでい
⾃然にふれあい

す。整備した施

551/ 

園、 
念公園） 

: 
ルートの

観光資源とし

して利⽤でき

域をめぐるよ

の作成を検討

や観光ルート
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みんなの

は⽔⾯ま

アイデ

います。 

皆様が⾝近
実施しま
ただいて
い、遊び、

施設を利⽤

江

の検討」 
して利⽤され

きるものもあ

ような観光ル

討します。ま

トへの組み込

園 

のふるさとふ

江河内川の状
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概要 
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した
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ムを

住
とな
事業
泊施
ます
光の
ラウ
 
 
出典
の調

「中浦の
中浦地区では

跡めぐりツア

れているツア

とが期待され

典：「Saikai 
 「中浦の宝

地域資源を利

現在利⽤され

アーの検討を

検討します。

参考

O 法⼈ 体験

NPO 法⼈ 体
た「サッパ船
ガイド」、住⺠
「番屋料理体

を提供してい
住⺠ガイドは
なっており、
業推進のため
施設関係者等
す。ＮＰＯ法
の取組経験の
ウンドを持つ

典：「離島振興
調査結果」ht

地
の魅⼒を
は七ツ釜鍾乳

アーが開催さ

アーに加え、

れます。 

ブログ」ht
宝」http://s

利⽤したツア

れている地域

を⾏います。

 

考資料：地

験村・たのは

体験村・たの
船アドベンチ
⺠講師による
体験」等の漁

います。  
は体験プログ

宿泊施設や
めの体制とし
等が参画する
法⼈の設⽴、運
のある⾏政経
つメンバーが

興のあり⽅検
ttp://www

地域活性
体験する

乳洞における

されています

今後新たなツ

tp://www.
saikai-naka

アーの実施や

域資源や、江河

またツアー

地域資源を

はたネットワ

のはたネット
ャーズ」、「北

る「ガラス浮
漁村地域の資

グラムの収益
や⺠泊への新
して、漁協、農
るＮＰＯ法⼈
運営までを村

経験者や島へ
がＮＰＯ法⼈

検討委員会 
.mlit.go.jp/
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性化策の⽅
るツアーの

地底探検ツア

。中浦地区に

ツアーを実施

city.saikai.n
aura.com/ 
ガイドの養成

河内川、⾵⼒

の実施とと

を活かし

ワーク 事業

トワークでは
北⼭崎ネイチ
浮き球編込み
資源を活⽤し

益のうち4〜7
新たな顧客を創

農協、森林組
が、体験型観
村が主導し、

への移住者等
に参加して

第 2 回 資
/kokudosei

⽅針 2-3
の実施や
アーや中浦ジ

には魅⼒のあ

施していくこ

nagasaki.jp

成 

⼒発電施設等

もに中浦地区

した体験型

業名等 

は地域資源を
チャートレッ
み体験」「⾙殻
した体験プロ

7割を得る仕
創出していま
組合、商⼯会
観光を推進し

他県で体験
、多様なバッ
います。 

資料 2 光・
saku/chirit

: 
やガイドの

ジュリアン記

ある資源が豊

ことで交流⼈

p/sightseei

等今後新たに

区の魅⼒を P

型観光の

を活⽤
ッキン
殻アー
ログラ

仕組み
ます。

会、宿
してい
験型観
ックグ

海業分野の
t/meeting_

の養成」
記念公園から

豊富に存在し

⼈⼝の増加に

ng/blog/ 

に整備可能な

PR できるよ

の推進 

― 

の先進的・効
_H27 
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らスタートす

しており、現

につながって

な資源を利⽤

ような⼈材の

果的な取組事

7-1 

する

現在⾏

ていく

⽤した

の育成

事例
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基本⽬標：3.安⼼して活躍できるまちづくり 

概要 

中浦地区では、⼀部の地域に急傾斜地崩壊（がけ崩れ）危険個所や地すべり危険個所が指定され

ています。今後より地域住⺠が安⼼して⽣活できるような施設や仕組みの整備が望まれます。 

道路については、草が茂っていたり、⼟地が荒れていたりして景観が悪くなっている場所があり

ます。また定期的な草刈りを⾏わないと⾒通しの悪さや通⾏の妨げになり安全⾯に⽀障をきたす可

能性もあります。今後中浦地区を訪れた⽅に気持ちよく地域を回ってもらうために、また地域住⺠

が気持ちよく道路を使い通勤や通学等を⾏うためにも、道路環境の整備が望まれます。 

また今後観光客や⾵⼒発電施設の視察を受け⼊れ増やしていくためには、宿泊施設や⾷事処の整

備が必要になります。特に⾷事処については地域住⺠も気軽に利⽤できるような施設の整備が望ま

れます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

3.安⼼して

活躍できる

まちづくり 

3-1：安全で

災害に強い

まちづくり 

3-1-4：⾃然災害に

強いまちの基盤づ

くり 

3-1-4-2：⾃然災害に強いま

ちの基盤づくり 

⽅針 3-1：防災対応型電源供給

システムの導⼊ 

3-5：安全で

快適なみち

づくり 

3-5-3：市⺠と⼀体

となった快適で安

全な道路環境づく

り 

3-5-3-1:市⺠参加による道

路環境づくり 

⽅針 3-2：快適に利⽤できるよ

うな道路環境の整備 

3-11：地域の

交流拠点づ

くり 

3-11-1：地域コミ

ュニティ施設等の

整備 

3-11-1-1：集会所の整備 
⽅針 3-3：地域住⺠や観光客に

向けた交流施設・⾷事処の整備 
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害時における
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⽇本⼤震災で
まな不都合が
平常時の⼆酸
み合わせた防
期間の停電が
を問わず防災
なシステム構
陽光発電（1

：「指定避難
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策の⽅針
、急傾斜地崩

時に安⼼して
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る⾃⽴的な電

定避難所
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では、電気
が⽣じました
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防災対応
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る施設等の整
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ため、防災対

防災対応
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ソリン等の供
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させ、
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利⽤さ

道路
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６回開

 

 

 

 

 

 
出典
www

活性化策の
浦地区には各

悪くなってい

全⾯に⽀障を

路環境の整備

期的な草刈り

地域住⺠との

環境

境美化を考え
園（草⽊等最
す。除草後の
、種まき、栽
た、⼩中学校
施するととも
されるなど、
路美化活動は
います。また
開催し、地域

：道路美化活
w.mlit.go.jp

の⽅針 3
各地を巡る道

いる場所があ

をきたす可能

備 

り等による道

の円満な関係

参考

境美化を考え

える会は、道
最終処理場）
の草⽊処理に
栽培し、道路
校と連携した
もに、植栽⽤
、活動が地域
は、平成 11
た、平成 16
域の教育現場

活動から始ま
p/sogoseisa

-2:「快適
道路は整備さ

あります。ま

能性もありま

道路環境の整

係構築を図り

考資料：

る会 

道路の美化活
として再利

については、
路植栽に活⽤
た総合学習（
⽤の花苗につ
域に広がりを

年より⽉１
年より、⼩

場と連携した

まった地域お
aku/region/
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適に利⽤
されています

また定期的な

ます。 

整備を検討し

ります。 

環境美化

事

活動を⾏うと
利⽤すること

活動の⾃⼰
⽤するなど循
（野菜の⼟づ
ついては道守
を⾒せていま

回のペース
⼩中学校（９校
た取り組みが

おこし〜廃校
/tedukuri/p

⽤できるよ
すが、草が茂

な草刈りを⾏

します。実施

化を考え

事業名等 

とともに、廃
とで環境学習
⼰完結型を模
循環型の仕組
づくり、育て
守・⽇本⾵景
ます。 
スで⾏われ、

校）の総合学
が継続的に⾏

校グラウンド
pdf/Part30_

ような道
茂っていたり

⾏わないと⾒

施する際は⾵

る会 

みんな

廃校になった
習や⾷育等の
模索し、除草
組みを構築し

る、調理まで
景街道の団体

20 代から 7
学習枠で環境

⾏われていま

ドが環境農園
_H27/H27_

道路環境の
り、⼟地が荒

⾒通しの悪さ

⾵⼒発電事業

なのふるさと

た⼩学校のグ
の啓発などの
草で発⽣した
しています。
での⾷育）を

体を通じて他

70 代までの
境・⾷育指導

ます。 

園に⽣まれ変
_ippan_15

資料 7

の整備」
荒れていたり

さや通⾏の妨

者の参加を促

ふれあい事業

ラウンドを開
活動の拠点
草⽊を EM 堆
 

を平成 16 年
の地域でも植

幅広い世代が
導を、１校に

わった！〜
.pdf 
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堆肥化

年より毎
植栽に

が参加
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はドミ

にも気

側をス

【ゆき
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んの拠

 

 

 

 

 

 
 
 
出典

化策の⽅針
浦地区では⼈

ような施設や

び掛けること

⺠家等を利⽤

⺠家等を利⽤

域住⺠や観光

参

NPO 法⼈

浦ゲストハウ

⽥屋は、昔な

ミトリーの

気軽に⽴ち寄

ステージにイ

きや】 

きやは、雪浦

、ギャラリー

クショップ、

拠り所として

：ゆきのうら

針 3-3:「
⼈⼝が減少し

や⾷事処を整

とで、交流⼈

⽤した交流施

⽤して、地域

光客の交流が

参考資料

⼈ 雪浦あん

ウス森⽥屋】

ながらの⼟間

2 部屋と個室

寄ってもらい

イベントスペ

浦で⽣産され

ー、情報提供

、スクール、

て、憩いの場

ら.net http
雪浦ゲスト

「地域住⺠
し、地域住⺠

整備すること

⼈⼝の増加も

施設・⾷事処

域住⺠や観光

が増えるよう

：雪浦ゲ

んばんね 

 

間を⼊⼝に 1

室 1 部屋が整

いたいとの想

ペースとして

れた新鮮野菜

供、交流の場

会議などに

場作りを⽬指

://www.yu
トハウス森⽥屋
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⺠や観光
⺠同⼠の交流

とで、地域住

も期待されま

処の整備 

光客が交流で

うな仕組みを

ゲストハウ

事

1 階はオープ

整備されてい

想いから、1

て利⽤できま

菜・加⼯品・

場などが集ま

に使⽤できる

指しています

kinoura.ne
屋 

光客に向け
流が減ってき

住⺠が交流す

ます。 

できるような

を検討するこ

ウス森⽥

事業名等 

プンカウンタ

います。宿泊

階の 16 畳の

ます。 

⼿芸品など

まった、新し

るオープンス

す。 

et/ 

けた交流施
きています。

する場の創出

な施設や⾷事

ことで交流⼈

屋・ゆき

ターのカフェ

泊する⼈だけ

のお座敷はカ

ど、「雪浦ブラ

い「雪浦の集

スペース（有

施設・⾷
今後地域住

出、更には観

事処の整備を

⼈⼝の増加も

きや 

― 

ェやイベント

けではなく、

カフェとして

ランド」を提

集いの場所」

有料）があり

ゆきや 

資料 7

⾷事処の整
住⺠が気軽に

観光客へ施設

検討します。

期待できます

トスペース、

雪浦に住む

ての利⽤のほ

提供する産直

」です。２階

ます。地域の

7-1 

整備」 
に交流で

設の利⽤

。併せ

す。 

2 階に

む⼈たち

ほか、縁

直所、カ

階には、

の皆さ
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基本⽬標：4.みんなでつくるさいかい 

概要 

中浦地区では⼈⼝減少・⾼齢化が進んでいます。今後中浦地区を活性化させていくためには、地

域住⺠の交流機会を設け、更に移住者を増やしていく必要があります。 

中浦地区に設定された事業推進エリアは伊佐ノ浦公園の近く位置していることから、今後⾵⼒発

電施設や伊佐ノ浦公園を利⽤した新たなイベントを開催することで、地域住⺠の交流機会の創出や、

観光客の増加が期待されます。またイベントや中浦地区の PR 動画等を作成し、その魅⼒を発信する

ことで、移住者の獲得につながっていくことが期待されます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

4.みんなで

つくるさい

かい 

4-1：市⺠

協働のまち

づくり 

4-1-２：地域におけ

る市⺠活動の⽀援 

4-1-2-4：市⺠協働による地

域の活性化 

⽅針 4-1：中浦地区の魅⼒を体

験するイベントの開催 

4-5：シテ

ィプロモー

ションの強

化 

4-5-2:各種メディア

を活⽤した情報発信 

4-5-2-1：各種メディアを活

⽤した情報発信 

⽅針 4-2：中浦地区プロモーシ

ョン動画の作成 
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り組み

概要 

郡

布引
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回っ
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出典
  

活性化策の
中浦地区に設

設や伊佐ノ浦

客の増加が期

中浦地区の魅

⾵⼒発電施設

討にあたって

らえるような

⼭湖南まつり

郡⼭市湖南町

引⾼原ダイコ

そして、この

っています。

引⼤声⼤会・

⾏われます。

典：「ぐるっと
 「布引⾵

https://

の⽅針 4
設定された事

浦公園を利⽤

期待されます

魅⼒を体験す

設や伊佐ノ浦

ては、地域住

な企画の検討

参考資

り実⾏委員会

町の布引⾼原

コンの産地と

の⾼原には、

毎年 8 ⽉に

抽選会、⽯

 

と郡⼭」htt
⾵の⾼原」 
/www.city.k

4-1:「中
事業推進エリ

⽤した新たな

す。 

するイベント

浦公園、中浦

住⺠同⼠の交流

討が必要です

資料：郡

会（湖南町商⼯

原は、「⾵の⾼

として有名で

⾼さ 100ｍ

は⾵の⾼原祭

筵ふれあい牧

ps://www.

koriyama.fu
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中浦の魅⼒
アは伊佐ノ浦

イベントを

の開催 

地区の農産物

流の場になる

。 

⼭布引 

⼯会） 事業

⾼原」と呼ば

、磐梯⼭や猪

ｍもある⾵⼒

祭りが開催さ

牧場の移動動

.gurutto-ko

ukushima.j

⼒を体験
浦公園の近く

開催すること

物を楽しめる

ること、更に

⾵の⾼原

業名等 

ばれています

猪苗代湖が⼀

発電が 33 基

され、5km

動物園や、⼤

oriyama.com

p/shise/cit

するイベ
く位置してい

とで、地域住

るようなイベ

に観光客等に

原祭り 

郡⼭布

す。この⾼原

⼀望できる絶

基⽴ち並び、

のひまわりウ

⼤道芸⼈によ

m/ 

tysales/kan

ベントの開
いることから

住⺠の交流機

ベントの開催

に中浦地区の

布引 ⾵の⾼

原は、標⾼約

絶景の地です

⾼原の⾵を

ウォーク・⼤

よるバルーン

nkou/nunob

資料 7

開催」 
ら、今後⾵⼒

機会の創出や

催を検討しま

の魅⼒を体験

⾼原祭り 

1,000ｍあ

す。 

を受けてゆっ

⼤根の収穫体

ンパフォーマ

bikikaze.ht
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や、観

ます。

験して

り、

っくり

体験・
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活性化策
⻄海市は移住

希望者へ向け

プロモーショ

中浦地区の魅

光客等へ向け

「全国移住ナ

活⽀援等に係

全国移住ナビ

るほか、仕事

になっていま

また実際に移

の全国コンテ

の中から、有

典：「全国移住

策の⽅針
住希望者へ向

けた効果的な

ョン動画の作

魅⼒を発信す

けたサイトへ

総務省 

ナビ」は、関

係る総合的な

ビでは、移住

事や住まい、

ます。 

移住した⽅々

テストを開催

有識者委員に

住ナビ」htt

4-2:「中
向けたプロモ

な情報発信を

作成 

するプロモー

への掲載など

参考資料

関係省庁と連

なワンストッ

住を希望する⽅

⽣活環境、移

が、移住の

催し、平成２

に審査いただ

ps://www.
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中浦地区
ーション動画

⾏い、移住者

ション動画の

広く情報を発

料：全国移

事業

連携し、全国の

プのポータル

⽅へ向けた、

移住のテーマ

きっかけや移

７年１２⽉〜

き、選出され

.iju-navi.so

プロモー
画を作成して

者の確保へつ

の作成を検討

発信すること

移住ナビ

業名等 

の⾃治体と共

ルサイトです

、都道府県や

マ等各テーマ

移住先での住

〜２８年１⽉

れた受賞団体

oumu.go.jp

ーション動
ています。今

つなげていく

討します。作

とが必要です

ビ 

共同して構築

す。 

や市町村のプ

マにあった移

住環境、働き

⽉の２ヶ⽉間

体に対して、

/ijunavi/ 

動画の作
今後中浦地区

く必要があり

作成した動画

す。 

― 

築するもので

プロモーショ

移住先を探す

き⽅などを掲

間のアクセス

表彰を⾏っ

資料 7

作成」 
区においても

ります。 

画は移住希望

で、居住・就

ョン動画が閲

すことが出来

掲載する移住

ス件数の多い

っています。

7-1 

も、移

望者や

就労・

閲覧で

来るよ

住体験

い体験

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安がない地域
⾵⼒発電の学習
⼦供＝⻘年の学
「ウインドカレ
エネルギー（特
⾼齢者層と若年
中浦浮⽴の継承
浮⽴の毎年開催
中浦の歴史・特
史跡の活⽤によ
地域の産業歴史
地域の⼈（特に
中浦の⽂化・歴

⼈⼝の減少や⾼
荒廃地が多い
⼟地の整備につ
農産物のブラン
名産のアピール
農業⽤地の貸し
みかん、オリー
⾃然散策農業体
地域資源を⽣か
地元特産品の紹
地域で⽣活して
若い⼈たちが増
住⺠にとって⾝
コンビニがほし
ウォーキングロ
経済メリットが
集客、開催費⽤
基地局が必要で
⾵⼒発電量に照
伊佐ノ浦公園 
伊佐ノ浦ダム周
伊佐ノ浦ダムを
七釜鍾乳洞の認
七釜鍾乳洞を中
七釜鍾乳洞を観
九州⾃然歩道の
江川内川を⽣か
中浦ジュリアン
⼣⽇がジュリア
ジュリアン公園
四季を通じて⼈
つり客・ＢＢＱ
地域の景観を整
⾃然散策コース
鍾乳洞、ジュリ
海、⼭、空、星
観光資源の洗い
⻄海楽園跡地の
宿泊施設
ガイド育成

域に（医療、教育
習環境の整備
学びの場を提供す
レッジ」設置 ―
特に再エネ）へ理
年層が交流を深め
承
催
特に中浦ジュリア
よる地域を訪れる
史を学ぶ場を作る
に若者）に地元の
歴史・⾃然を伝え

⾼齢化は避けられ

ついて、地主の理
ンド化
ル・オリーブ・
し出し（オーナー
ーブ、芋、すいか
体験、いなか⽣活
かしたキノコ⽣産
紹介、販売から経
ていく為に安定
増えるよう仕事場
⾝近な存在であっ
しい
ロードの整備・⽵
がある、交流⼈⼝
⽤の確保
です。※WI-FIの
照明やモニュメン

夏以外の集客
周辺の活性化
をもっと活⽤でき
認知度向上
中⼼としたエリア
観光資源として⼤
の整備
かした「ほたるロ
ン、世界遺産を活
アン公園の活⽤
園は⼣⽇がきれい
⼈が訪れる地域
Ｑ客・⼣⽇
整備し、観光ルー
スとネイチャーガ
リアン、伊佐ノ浦
星、⽔が売り物に
い出し掘り起し
の活⽤（宿泊施設

中浦地

育、住居、若い

する 「キーワ
― ⻑⼤、総科
理解ある地域
め地域の伝統⽂

アン出⽣の地、
る⼈の増加
る
の歴史について
える博物館やテ

れないかもしれ

理解が必要であ

トマト・みかん
ー制度なども）
かなどのオーナ
活の体験などが
産施設等への助
経済効果を
した収⼊・職場
場をつくる
った農協(JA)が

⽵林、つた類の
⼝を増やす ①

の整備も
ント（ロボット

きないか

アに⼈を呼び込
⼤いに⽣かして

ロード」の整備
活かす

い ⼣⽇を⾒なが

ートの構築を図
ガイドの整備
浦を全国区へ
になる
（観光マップ作
設の可能性）

 

地区におけ

⼈や⼦どもの声

ード」再⽣可能
⼤、⾼専とのタ

化が継承される

楠本⻑三郎⽣家

知ってもらえる
ーマ館がない

ないが、それで

る

ー制事業
できるような環
勢的⽀援（補助

が確保されてい

が統合されなくな

伐採
観光客、②修学

）

む
県内外からの集

（ウォーキング

がらのミニコンサ

る

成、歴史を誇る

けるワー

声があふれる地域

能エネルギーと農
タイアップ

る地域

家跡。⼈物の歴史

るように！

でも働いて⽣活で

環境整備
助⾦等）

いる状況であるこ

なる。唯⼀の商店

学旅⾏（体験）、

集客に期待したい

グロードが無い）

サート開催

る場の提供、PR、

ワークシ

ークショッ

域。⼩学校就学前

農業、観光（鍾乳

史にまつわる散策

できる場所があり

こと

店であったAコー

③外国⼈旅⾏者

い

CM

ショップ意⾒

ップでの

前の⼦どもの数）

乳洞、伊佐浦公園

策道が整備できれ

り地域社会が維持

ープもあと2〜3年

者

のご中浦地

園）

ればよいと思う

持できるようにな

年で撤退する⼼配

地区におけ

なってもらいた

配がある

けるワー

1

い

ークショッ
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⽣涯にわたり

さいかいで活

  
ップでの

基本⽬標

り活躍できるひと

活躍できるしごと

のご意⾒と

いつ

とづくり

⽣き

地域

とづくり

地域

個性

魅⼒

第2次⻄海

と地域活

つでもどこでも学

きる⼒をはぐくむ

域を⽀える⽂化

域の特性を⽣か

性と活⼒あふれ

⼒ある地域資源を

海市総合計画

性化策の

基本施策

学べる⽣涯学習

む学校教育の実

・芸術、スポー

した農林業の振

る商⼯業の振興

を活⽤した観光

の⽅針意⾒

の推進

実現

ツの振興

振興

興

光業の振興

⾒と地域

・耕作放棄地を

・観光資源の活
・農業体験・農
・中浦の魅⼒を

・環境教育にお

・祭事の継続的

域活性化策

を利⽤した農産物

活⽤に向けた整備
農家⺠泊等を利⽤
を体験するツアー

地域活性化策

おける⾵⼒発電施

的な開催

策の⽅針

物の栽培や農業体

備と観光ルートの
⽤した交流⼈⼝の
ーの実施やガイ

策の⽅針

施設の利⽤

針対応表 
資料 7-

体験の実施

の検討
の増加
ドの養成

-1 



 

 

 

電気
崖崩
⾼齢
⾼齢
⾼齢
歩き
ゴミ
地域
夜暗
歩道
道路
安全
電気
仕事
交通
電気
⽔道
⼤規
希少
笑顔
集落
相談
→相
⼦供
若者
集う
中⼼
働き
古⺠
⾷事
⾷事

若者
経済
地域
地域
地域
地域
⼈⼿
⽇本
リー
専⾨
⼈の
いか
資⾦
財源
補助
全て
お⾦
若者
⼈⼝
⼈材
観光
地縁
既存
情報
⻄海
⻄海
⽥舎

中浦地

気が無料で使い放
崩れや⽔の問題な
齢者が住みやすい
齢者が安⼼して暮
齢化が進んでいる
きやすい道路（雑
ミ（タバコ吸い殻
域全体が荒れてい
暗くて、曲がって
道の草刈
路の整備
全な道（街灯、歩
気⾃動⾞の充電ス
事場までの通勤が
通の便利さを
気バスの運⾏＆コ
道⽔源に不法投棄
規模な開発出来る
少動植物の保全
顔や笑いのある（
落内での家庭間交
談ごと、近所付き
相談→対応→解決
供達を含む、若い
者が住みやすい地
う場所がある⾼齢
⼼部をつくる
きと憩いの場（⾵
⺠家を活⽤し移住
事処ありますか？
事をするところが

者が集まるイベン
済効果を期待する
域全体に情報を流
域の⼈の協⼒(⼿弁
域をひとつにする
域おこし協⼒隊？
⼿、賛同者の確保
本でこの地域しか
ーダーの養成（問
⾨性を持つ⼈の育
の掘り起し（地域
かにして本気にさ
⾦が集まらない
源の確保
助⾦の活⽤
てに於いて取り組
⾦を落とす仕組み
者が多く住む活気
⼝減少に⻭⽌めを
材不⾜、若者不⾜
光協会、農業者（
縁団体の組織はし
存のお客様に⻄海
報発信（知名度の
海市の認知度ＵＰ
海市といえば？
舎の良さを発信で

地区におけ

放題の地域
など災害のない安⼼
い地域に
暮らせる地域
る。免許証の返上
雑草やグレーチング
殻等、ペットボトル
いる きれいに整備
ていて、危ない道が

歩道のサイン）
スポット設置
がスムーズになり、

ミュニティバス
棄があるので豊富な
る所とできない地域

（住⺠それぞれ⽼い
交流が希薄になって
き合いを気軽に！
決（しくみづくり）
い世代が住む元気の
地域に
齢者に優しい街

⾵⾞周辺の整備作業
住者を増やす

が増えると助かる

ントの仕掛⼈を育成
る⼈が少ない
流し、共有できるこ
弁当)お⾦がないの

る（リーダーの育成

保
かない事への⾃信
問題解決のため皆が
育成（地域に根付い
域内での⼈材発⾒）
させるか→動機付け

組むための費⽤が不
み
気のある地域にした
をかけられない
⾜
（⽣産者）、市役所
しっかりしている。
海の魅⼒をきく
の向上）

できるように

けるワー

⼼して⽣活できる

グが⽬詰まりして
ル、ビニール袋）

備し、景観の良い地
が多い

、⼈が住み続けら

な⽔源の確保を望
域との調和

いも若きも）町
ている
！様々な不安が解
）
のある地域にした

業（働）、⾵⾞を

成し、楽しく過ご

こと
ので
成、サポーターの

と誇りを持った⼈
が協⼒して推進で
いた⼈）
）
け

不安(作り出すノ

たい

所などいろんな団
。問題意識を共有

ークショッ

る地域づくり

ていない等）
の無い美しい町

地域づくりをした

られる地域

望む

解決しやすい地域

たい

を⾒ながらコーヒ

ごせる地域

の育成、根気強く

⼈々の育成。
できるか）

ウハウ)不⾜

団体との連携
有できるかがカギ

ワ

ップでの

町
たい

域

ヒーを飲む）

く外部からの専⾨

ギとなる

ワークショップ意⾒

のご中浦地

家の受⼊）

⾒

地区におけけるワー

1

ークショッ
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ップでの

安⼼して活躍

みんなでつく

のご意⾒と
基本⽬標

躍できるまちづく

くるさいかい

と地域活

安全
くり

安全

確か

安全

循環

地域

市⺠

市外

市⺠

シテ

第2次⻄海市
性化策の

基

全で安定した⽔の供

全で災害に強いまち

かな安⼼と⾃⽴を⽀

全で快適なみちづ

環型社会の実現を

域の交流拠点づく

⺠共同のまちづく

外への流出抑制と市

⺠に⾝近で効率的な

ティプロモーショ

市総合計画
の⽅針意⾒

基本施策

供給

ちづくり

⽀える社会保障制

くり

⽬指すまちづくり

り

り

市外からの流⼊促

な⾏財政運営

ンの強化

⾒と地域

制度の実施

り

・中

・中

・地

促進

・快

・防

域活性化策

中浦の魅⼒を体験

中浦地区プロモー

地域住⺠や観光客

快適に利⽤できる

地

防災対応型電源供

策の⽅針

験するイベントの開

ション動画の作成

客に向けた宿泊施設

ような道路環境の

地域活性化策の⽅

供給システムの導⼊

針対応表 

開催

成

設・⾷事処の整備

の整備

⽅針

⼊
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備
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江島地区における 

地域貢献について 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

ワ
総合

基本

1：⽣涯
り活躍
ひとづ

2：さい
活躍で
ごとづ

3.安⼼
躍でき
づくり

4.みん
くるさ

⻄海市⾵
⾵⼒発電
「地域の

うに貢献で
という考え

そこで、
「地域の
「地域の

できそうな
ワークショ
 

ワークショッ
合計画と照ら

 
⻄

本⽬標 

涯にわた
躍できる
づくり 

1
育

1
術

いかいで
できるし
づくり 

2
農
2
産

2
⽤

⼼して活
きるまち
り 

3
づ
3
り

3

充

3

んなでつ
さいかい 

4

4
の

 
 
 

⾵⼒発電導⼊
電を導⼊した
の要望や課題
できるのか」

えの基、検討
まずは⾵⼒

の将来像や課
の将来像等に
なこと、利⽤
ョップを開催

ップでは、様
らし合わせ、

⻄海市総合計

基

1-5：⽣きる
育の実現 

1-9：地域を
術、スポーツ
2-1：地域の
農林業の振興
2-2：豊かな
産業の振興 

2-4：魅⼒あ
⽤した観光業

3-1：安全で
づくり 
3-5：安全で
り 

3-6：地域公

充実 

3-11：地域の

4-1：市⺠協

4-5：シティ
の強化 

⼊に向けた地
た際の地域貢
題に対して⾵

 
を⾏いました

⼒発電事業に
課題、要望等
に対して地域
⽤できる資源
催し、検討を

様々なご意⾒
以下のよう

計画 

基本施策 

る⼒を育む学

を⽀える⽂化
ツの振興 
の特性を⽣か
興 
な海に恵まれ

ある地域資源
業の振興 

で災害に強い

で快適なみち

公共交通の整

の交流拠点づ

協働のまちづ

ィプロモーシ

地域検討会で
貢献策につい
⾵⼒発電の導

た。 
に関係なく、
等について」
域や各団体で
源、課題の検討
を⾏いました

⾒を述べられ
うな地域活性

学校教 ⽅針

⽅針
化・芸

⽅針

かした
⽅針

れた⽔
⽅針

源を活 ⽅針

⽅針

いまち
⽅針

ちづく
⽅針

整備・
⽅針

づくり ⽅針

づくり 
⽅針

⽅針
ション

⽅針

1 

では、 
いて、 
導⼊がどのよ

 
 

でできること
討」について

た。 

れ、活発な協
性化策の⽅針

針 1-1：児童

針 1-2：環境

針 1-3：祭事

針 2-1：耕作

針 2-2：⾵⼒

針 2-3：観光

針 2-4：江島

針 3-1：防災

針 3-2：快適

針 3-3：フェ

針 3-4：島⺠

針 4-1：アイ

針 4-2：江島

針 4-3：江島

、
て

議が⾏われま
を整理しま

地域

童⽣徒増加に

境教育におけ

事の継続的な

作放棄地を利

⼒発電施設を

光資源の整理

島の魅⼒を体

災対応型電源

適に利⽤でき

ェリーみしま

⺠や観光客に

イランダー等

島の魅⼒を体

島プロモーシ

ました。その
した。 

域活性化策の

に向けた取り

ける洋上⾵⼒

な開催 

利⽤した農産

を利⽤した漁

理と今後の活

体験するツア

源供給システ

きるような道

まの運航時刻

に向けた宿泊

等移住希望者

体験するイベ

ション動画の

の結果を基に

の⽅針 

組み 離島

⼒発電施設の

産物の栽培 

漁業協調策の

活⽤に向けた

アーの実施や

テムの導⼊ 

道路環境の整

刻等の検討 

泊施設・⾷事

者へ向けたイ

ベントの開催

の作成 
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検討 

整備 

ガイドの養成

備 

処の整備 

ベントへの参
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成 

参加 



 

 

また整理
「実現した
ものを 3 点

またオブ
て、⼀般的
きる可能性
ました。 

ただし、
事業者や⻄

この整理
地区⾵⼒発
を明確にし

 

 

理した地域活
たいもの」の
点、2 番⽬に
ブザーバーと
的な⾵⼒発電
性があるもの

これらの⽅
⻄海市が取り
理結果を参考
発電地域連絡
しながら取り

活性化策の⽅
の 2 つの観点
に⾼いものを
としてご参加
電事業という
の」、「協⼒で

⽅針はあくま
り組むことを
考としながら
絡協議会の中
り組んでいく

⽅針について
点から、優先
を 2 点、3 番
加いただいた
う観点から、
できる可能性

までもワーク
を決定したも
ら、今後どの
中で地域、⾵
く必要があり

アン

2 

て、アンケー
先順位の⾼い
番⽬に⾼いも
た⾵⼒発電事

⾵⼒発電事
性が⼩さいも

クショップの
ものではあり
のような地域活
⾵⼒発電事業
ります。 

ンケート集

⽅針 

ートを実施し
ものを 3 つ選
のを 1 点と

事業者の⽅に
業が「協⼒で
の」について

意⾒を整理
ません。 
活性化につい
者及び⻄海市

集計結果

し、「⾵⼒発電
選んでいただ
して、集計を
、整理した地
できる可能性
てそれぞれの

したものであ

いて取り組ん
市が具体的に

果 

電との関係が
だき、優先順
を⾏いました
地域活性化策
性が⼤きいも
の⽅針を整理

あり、今後地

んでいくこと
に検討し、そ
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策の⽅針につ
もの」、「協⼒
理していただ
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地域貢献について 

―地域活性化策の⽅針整理結果― 
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基本⽬標：1.⽣涯にわたり活躍できるひとづくり 

概要 

江島⼩中学校では現在 4 名の児童・⽣徒が学んでいます。江島⼩中学校の図書館は島⺠にも解放

され、学校の⾏事には島⺠も参加する「コミュニティ・スクール」の 1 モデルとなっています。洋

上⾵⼒発電所は全国的にもまだ建設例は少なく、環境教育施設として利⽤できれば貴重な環境教育

の場となることが期待されます。今後江島での教育環境を整え、島外との児童・⽣徒との交流機会

を増やし、江島⼩中学校を存続させていく必要があります。 

地域の伝統⾏事については、江島くんちが毎年 9 ⽉（旧暦の 8 ⽉ 15 ⽇前後）に⾏われています。

島⺠にとって⼤切な⾏事ですが、⼈⼝の減少により開催が困難なこともあります。今後⾵⼒発電事

業者等の協⼒により定期的な開催へつながっていくことが望まれます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

1：⽣涯に

わたり活躍

できるひと

づくり 

1-5：⽣き

る⼒をは育

む学校教育

の実現 

1-5-1：能⼒や個性を

伸ばす教育の推進 
1-5-1-3：特⾊ある学校づく

りの推進 

⽅針 1-1：児童⽣徒増加に向けた

取り組み 離島留学の実施 

1-5-2：豊かな⼼の育

成とふるさとを学ぶ

教育の推進 

⽅針 1-2：環境教育における洋上

⾵⼒発電施設の利⽤ 

1-9：地域

を⽀える⽂

化・芸術、

スポーツの

振興 

1-9-2：⽂化財の保

存・保護・活⽤ 

1-9-2-3：地域伝統⽂化の継

承 
⽅針 1-3：祭事の継続的な開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

 

地域

お
け
る
検
討
⽅
針 

主

取り

の

概

域活性化

背
景 

江

学校

⽅法

にと

児童

 

 

 

 

 

 

出

地
域
連
絡
協
議
会
に

お
け

検
討
⽅
針

■離

 島

 

 

 

主体 

り組み

の 

概要 

 ⻑

徒へ

豊か

「し

学期

 

 
 
 
 
 
 
 
出典

化策の⽅針
江島⼩中学校

校⾏事は「地

法は、社会的

とっても⼤切

童・⽣徒を増

出典：「Saika

離島留学の実

島外からの児

⻑

⻑崎県五島市

へ、久賀島・
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ROV（Rem

設置されてい

ROV：遠隔操

北九州市に

浮体式洋上
⾒学
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基本⽬標：2.さいかいで活躍できるしごとづくり 

概要 

江島はかつて「農業の島」と⾔われるほど農業が盛んでしたが、現在は⼈⼝の減少により⼿⼊れ

がされず、耕作放棄地となっている場所が多くあります。今後耕作放棄地を活⽤し農作物の栽培や

家畜の放牧等を⾏うことで、新たな働く場の形成につながることが期待されます。 

漁業については、イセエビ等の⽔産資源が豊富であり、江島の主要な産業となっています。今後

洋上⾵⼒発電事業による漁業協調策により、漁獲量の増加や新たな漁場の形成が期待されます。 

また観光については、碁⽯ヶ浜や星空等の観光資源が存在しますが、整備されておらず利⽤が難

しい場所があり、また観光情報の発信も少ない状況です。今後観光資源の整備や情報の発信、さら

に洋上⾵⼒発電施設の観光利⽤等により観光客が増加することが期待されます。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

2：さいか
いで活躍
できるし
ごとづく
り 

2-1：地域の特
性を⽣かした農
林業の振興 

2-1-6：耕作放
棄地の解消、
利活⽤ 

2-1-6-2：耕作放棄地の再
⽣⽀援 

⽅針 2-1：耕作放棄地を利⽤した農産
物の栽培 

2-2：豊かな海
に恵まれた⽔産
業の振興 

2-2-2：浜の活
性化と就業者
の確保・育成 

2-2-2-4：異業種との連携
強化などによる浜の活性
化 

⽅針 2-2：⾵⼒発電施設を利⽤した漁
業協調策の検討 

2-4：魅⼒ある
地域資源を活⽤
した観光業の振
興 

2-4-1：地域資
源を活かした
観光資源の発
掘 

2-4-1-1:新しい観光資源
の発掘・活⽤ 

⽅針 2-3：観光資源の整理と今後の活
⽤に向けた整備 

2-4-3：観光受
⼊体制の充実
と認知度アッ
プ 

2-4-3-3：ガイドやインス
トラクターなどの⼈材育
成とネットワーク化の推
進 

⽅針 2-4：江島の魅⼒を体験するツア
ーの実施やガイドの養成 
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る農産物の栽

参考資
⼆⼈三

新規就農者

能登島で有機

夫と、⿅児島

った有機栽培

脱サラして移

ファーマーの

年には認定農
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交付⾦を始め
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実に規模を拡
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等を⾏うこと

を利⽤した農

を利⽤した農

されていた農

栽培など検討
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島県出⾝の妻
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maff.go.jp/j

2-1:「耕
が整備され農

所が耕作放棄地

とで、新たな

農作物の栽培

農作物の栽培

農作物、江島

討が必要です

登島に移
菜のおい
TO ⾼農園）

産するＮＯＴ

妻が平成 12 年

ている。周りを

新規就農して
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った。そして

置付けられて

り受けて経営

わ産業化資源
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在の経営⾯積

の取組事例」

/nousin/tik

江
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よる漁獲量の

料：洋上

⼀般社団法

資源保護育成
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資源の保護⽔

ウィンドフ

が、区域内を

⼯⿂礁等の設

これにより
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の漁場形成、
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り、⽔産資源

これにより、

域にウィンド
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場となる可能

ンの向上、安

典：「洋上⾵⼒

地
⾵⼒発電
電等の漁業協

では洋上⾵⼒

います。江島

策により漁獲

電施設を利⽤

電機の基礎部

の増加といっ

⾵⼒発電
⾵
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ァーム内を積

⽔⾯、禁漁区

ファーム内に

を⽔産資源の育

設置により資

り、漁業操業
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漁獲量増加
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部の⼈⼯漁礁

た、⽔産資

電等の漁業
⾞基礎部
産業研究会 

積極的に漁業

区）として設

において漁業

育成のための

資源培養効果

業制限区域内

ていく、「しみ

ウィンドフ

加が期待でき

 

や基礎部に集
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観光資源
⽯ヶ浜などの

いため、星空

到達が困難

光客の誘致に

整理と利⽤に
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て他の地域で

マップを⾃ら

しています。

園に⽣まれ変
7_ippan_15

資料 7

があり、光害

ど⼿⼊れがあ

向けた情報発

向けた取り組

ふれあい事業 

フィールドと

て農園（草⽊

ています。 

した。また、

年より毎年実

でも植栽に利

ら企画･製作

 

変わった！〜
5.pdf 

7-2 

害の影

あまり

発信を

組みを

として

⽊等最

⼩中

実施す

利⽤さ

し、

〜



 

 

お
け
る
検
討
⽅
針 

主

取り

の概

背
景 

 江

洋上

資源

いく

 

 

 

 

 

 

地
域
連
絡
協
議
会
に

お
け

検
討
⽅
針

■地

江

島の

 

 

主体 NPO

り組み

概要 

 N

した

ング

アー

グラ

 住

みと

す。

 事

宿泊

てい

験型

バッ

 
出典
の調

「江島の
江島には碁⽯

上⾵⼒発電施

源を案内する

くことが期待

地域資源を利

江島の地域資

の観光資源を

参考

O 法⼈ 体験

NPO 法⼈ 体

た「サッパ船

グガイド」、住

ート」「番屋料

ラムを提供し

住⺠ガイドは

となっており

 

事業推進のた

泊施設関係者

います。ＮＰ

型観光の取組

ックグラウン

典：「離島振興
調査結果」ht

地
の魅⼒を
⽯ヶ浜や海中

施設が実現す

るガイドを養

待されます。

利⽤したツア

資源を活⽤し

を巡るだけで

考資料：地

験村・たのは

体験村・たの

船アドベンチ

住⺠講師によ

料理体験」等

しています。
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ステムの導⼊ 

3-5：安全

で快適なみ

ちづくり 

3-5-3：市⺠と⼀体と
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⽅針 3-3：フェリーみしまの運航

時刻等の検討 

3-11：地域

の交流拠点

づくり 

3-11-1：地域コミュ

ニティ施設等の整備 
3-11-1-1：集会所の整備 

⽅針 3-4：島⺠や観光客に向けた

宿泊施設・⾷事処の整備 

 
 



 

 

背
景 

お
け
る
検
討
⽅
針 

主体

取り

みの

要

地域

背
景

江

地すべ

災害時

ます。

 

地
域
連
絡
協
議
会
に

■防災

災害

 

 

 

参考資

体 

り組

の概

要 

東⽇
まざま
に、平
池を組

⻑期
昼夜を
【主な
・太陽
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典
https

活性化策
江島には、急

べり危険個所

時に安⼼して

。 

災対応型電源

害時における

資料：指定

⽇本⼤震災で
まな不都合が
平常時の⼆酸
組み合わせた
期間の停電が
を問わず防災
なシステム構
陽光発電（1

：「指定避難所
s://www.city

策の⽅針
急傾斜地崩壊

所が指定され

て避難できる

源供給システ

る⾃⽴的な電

定避難所

仙台市 

では、電気・
が⽣じました
酸化炭素排出
た防災対応型
が発⽣しても
災無線やテレ
構成】 
10kW）/蓄電

所等への防災
y.sendai.jp/

3-1:「防
（がけ崩れ

れている場所

る施設等の整

テム等の整備

電源確保のた

等への防

ガス・ガソ
た。こうした
出量の削減を
型太陽光発電
も、太陽光発
レビなどの情

電池（15kW

防災太

災対応型太陽光
/kankyo/ku

13 

防災対応
）危険個所や

所があります

整備が望まれ

備 

ため、防災対

防災対応型

事

リン等の供給
た経験を踏ま
を図るため、
電システムを
発電と蓄電池
情報通信機器

Wh）/防災系

太陽光発電シ

光発電システ
urashi/mach

応型電源供
や

す。

れ

対応型電源供

型太陽光

事業名等 

給が途絶し、
え、災害時に
市内の指定

を導⼊しまし
池を組み合わ
器、照明、コ

系⾼所証明（

ステムイメー

テム等の導⼊
hi/machizuk

供給システ

供給システム等

光発電シス

、避難所運営
における⾃⽴

定避難所等 19
た。 

わせることに
ンセント等が

2 灯）/防災

ージ図 

⼊」
kuri/energy/

テムの導

等の整備を検

ステム等

― 

営などの初期
⽴的な電源を
96 ヶ所に太

よって、天候
が使⽤できま

災系コンセン

y/hinanzyop

資料 7

導⼊」 

検討します。

等の導⼊ 

期対応におい
を確保すると
太陽光発電と

候に左右され
ます。 

ント（3 箇所程

pv/index.htm

7-2 

。 

いてさ
ととも
と蓄電

れず、

程度） 

mll 



 

 

お
け
る
検
討
⽅
針 

主

取り

の概

地域活

背
景 

 

江

障が

す。

の活

され

 

地
域
連
絡
協
議
会
に

お
け

検
討
⽅
針

■道

定

など

る道

 

主体 

り組み

概要 

環

して

して

堆肥

ま

り毎

植栽

道

加し

つき

 

 

 

 

 

 
出典
ww

性化策の

江島の道路に

が⽣じたり、景

また吉⽥の浜

活⽤が期待さ

れていない場

道路環境の整

定期的な草刈

ど、地域住⺠

道路や、吉⽥

環境

環境美化を考

て農園（草⽊

ています。除

肥化させ、種

また、⼩中学

毎年実施する

栽に利⽤され

道路美化活動

しています。

き年６回開催

典：道路美化
ww.mlit.go.j

の⽅針 3-

には、⼿⼊れが

景観が悪くな

浜や遠⾒岳と

される場所に

場所がありま

整備 

刈り等による

⺠との円満な

⽥の浜等到達

参考

境美化を考え

考える会は、

⽊等最終処理

除草後の草⽊

種まき、栽培

学校と連携し

るとともに、

れるなど、活

動は、平成 1

また、平成

催し、地域の

化活動から始
jp/sogoseis

-2:「快適

がされておら

なっている場

といった観光

において到達

ます。 

る道路環境の

な関係構築を

達が困難な場

考資料：環

える会 

道路の美化活

理場）として再

⽊処理につい

培し、道路植

した総合学習

植栽⽤の花苗

活動が地域に

1 年より⽉

成 16 年より、

の教育現場と

始まった地域
saku/region

14 

適に利⽤

らず通⾏に⽀

場所がありま

光資源として

達経路が整備

の整備を検討

図ります。ま

場所への到達経

環境美化

事業

活動を⾏う

再利⽤するこ

ては、活動の

植栽に活⽤す

（野菜の⼟づ

苗については

広がりを⾒せ

１回のペース

、⼩中学校

連携した取

域おこし〜廃校
n/tedukuri/

できるよ

⽀

ま

て

備

します。実施

また整備を⾏

経路の整備に

化を考える

業名等 

とともに、廃

ことで環境学

の⾃⼰完結型

るなど循環型

づくり、育て

は道守・⽇本

せています。

スで⾏われ、

（９校）の総

り組みが継続

校グラウン
/pdf/Part30

ような道路

施する際は⾵

⾏う道路につ

について検討

る会 

みんなの

廃校になった

学習や⾷育等

型を模索し、

型の仕組みを

てる、調理ま

本⾵景街道の

。 

20 代から

総合学習枠で

続的に⾏われ

ドが環境農園
0_H27/H27

吉⽥の浜へ

路環境の

⾵⼒発電事業

ついては、島

討します。 

のふるさとふ

た⼩学校のグ

等の啓発など

除草で発⽣

を構築してい

までの⾷育）

の団体を通じ

70 代までの

で環境・⾷育

れています。

園に⽣まれ変
7_ippan_15

への到達経路

資料 7

の整備」 

業者の参加を

島⺠が普段利

ふれあい事業 

グラウンドを

どの活動の拠

⽣した草⽊を

います。 

を平成 16

じて他の地域

の幅広い世代

育指導を、１

 

変わった！〜
5.pdf 

路の状況 

7-2 

を促す

利⽤す

を開墾

拠点と

を EM

年よ

域でも

代が参

校に

〜
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け
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背
景 

定

1 往

今後

の検

 

 

 

 

 

 

 

地
域
連
絡
協
議
会
に

お
け

検
討
⽅
針

■フ

フェ

なく

 

 

活性化策
定期船である

往復の運航で

後島⺠の⽣活

検討が望まれ

フェリーみし

ェリーみしま

く、平島など

策の⽅針
るフェリーみ

であるため、

活の利便性を

れます。 

しまの航路時

まの航路時刻

どの関係地域

 

3-3:「フ
みしまは、新上

佐世保⼜は崎

を向上するた

時刻等の検討

刻等を検討し

域の合意が得

15 

フェリー
上五島の友住

崎⼾から江島

め、また来島

 

ます。ただ

得られることが

みしまの
住港と佐世保

島を訪れる場

島者を増やす

し、航路時刻

が前提である

の運航時刻
保港を結ぶ航

場合、江島に

すためにもフ

刻などの変更

ることを踏ま

刻等の検
航路を、新上

に宿泊する必

フェリーみし

更に当たって

まえ検討を⾏

資料 7

検討」 
上五島側から

必要がありま

しまの航路時

ては、江島だ

⾏います。 

7-2 

ら 1 ⽇

ます。

時刻等

 

だけで



 

 

地域

討
⽅
針 

主

取り

の概

域活性化

背
景 

江

す。

島⺠

 

 

 

 

 

 

地
域
連
絡
協
議

会
に
お
け
る
検

■空

空

けで

 

主体 

り組み

概要 

【雪

森

には

たち

ほか

【ゆ

 ゆ

カフ

には

域の

 

 

 

 
 
 
 

化策の⽅針
江島の宿泊場

今後宿泊施

⺠と観光客等

空家等を利⽤

空家等を利⽤

でなく、島⺠

参

NPO 法

雪浦ゲストハ

森⽥屋は、昔

はドミトリー

ちにも気軽に

か、縁側をス

ゆきや】 

ゆきやは、雪

フェ、ギャラ

は、ワークシ

の皆さんの拠

針 3-4:「
場所や⾷事処

施設や⾷事処

等が交流でき

⽤した宿泊施

⽤した宿泊施

⺠同⼠、また島

参考資料：

法⼈ 雪浦あん

ハウス森⽥屋

昔ながらの⼟

ーの 2 部屋と

に⽴ち寄って

ステージにイ

雪浦で⽣産さ

ラリー、情報

ショップ、ス

拠り所として

雪浦ゲス

「島⺠や観
処は限られて

処の整備を進め

きるような施

施設や⾷事処

施設や⾷事処

島⺠と観光客

：雪浦ゲス

んばんね 

屋】 

⼟間を⼊⼝に

と個室 1 部屋

てもらいたい

イベントスペ

された新鮮野菜

報提供、交流の

スクール、会議

て、憩いの場

ストハウス森

16 

観光客等
ており、多く

め観光客な

施設の整備が期

処の整備 

処の整備を検討

客が交流でき

ストハウ

事業

1 階はオー

屋が整備され

との想いか

ペースとして利

菜・加⼯品

の場などが集

議などに使⽤

場作りを⽬指

出
森⽥屋 

等に向けた
くの観光客を

どの受け⼊れ

期待されます

討します。施

き、気軽に利

ウス森⽥屋

業名等 

プンカウンタ

れています。宿

ら、1 階の

利⽤できます

・⼿芸品など

集まった、新

⽤できるオー

しています。

出典：ゆきの

た宿泊施設
を⼀度に受け

れ体制を整備

す。 

施設を整備す

利⽤できるよ

屋・ゆき

ターのカフェ

宿泊する⼈だ

16 畳のお座

す。 

ど、「雪浦ブ

新しい「雪浦

ープンスペー

。 

うら.net ht
ゆ

設・⾷事
け⼊れること

備するととも

するに当たっ

うな施設の検

きや 

― 

ェやイベント

だけではなく

座敷はカフェ

ブランド」を提

浦の集いの場

ース（有料）

ttp://www.
ゆきや 
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事処の整備
とは難しい状

もに、島⺠同

っては宿泊す

検討が必要で

トスペース、

く、雪浦に住

ェとしての利

提供する産直

場所」です。

があります

.yukinoura.

7-2 

備」 
状況で

同⼠や

するだ

です。 

2 階

住む⼈

⽤の

直所、

２階

す。地

.net/ 
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基本⽬標：4.みんなでつくるさいかい 

概要 

江島は⼈⼝が減少し続けており、⾼齢化が進んでいます。また江島⼩中学校の児童・⽣徒は現

在 4 名であり、継続的に学校を存続させていく必要があります。今後島を活性化させ、学校を存

続させていくためにも、⼦育て世代や若い世代の移住を増やしていく必要があります。 

そのためにも UI ターンを希望する⽅へ向けたイベントへの参加や、島外の⽅が参加できるよ

うなイベントの開催により、まずは江島の魅⼒を多くの⽅に知っていただき、将来的には移住者

や島を訪れる⼈を増やしていく必要があります。 
 

⻄海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
⻄海市総合計画 地域活性化策の⽅針 

基本⽬標 基本施策 施策 細施策 

4.みんなで

つくるさい

かい 

4-1：市⺠

協働のまち

づくり 

4-1-２：地域におけ

る市⺠活動の⽀援 

4-1-2-2：市⺠リーダーの育

成・⽀援 

⽅針 4-1：アイランダー等移住希

望者へ向けたイベントへの参加 

4-1-2-4：市⺠協働による地

域の活性化 

⽅針 4-2：江島の魅⼒を体験する

イベントの開催 

4-5：シテ

ィプロモー

ションの強

化 

4-5-2:各種メディア

を活⽤した情報発信 

4-5-2-1：各種メディアを活

⽤した情報発信 

⽅針 4-3：江島プロモーション動

画の作成 

  



 

 

お
け
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討
⽅
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主

取り

の

概

背
景 

江

名で

の移

 

 

 

地
域
連
絡
協
議
会
に 

お
け

検
討
⽅
針

■ア

ア

物や

が必

 

 

主体 

り組み

の 

概要 

島

家的

た国

を持

化が

いて

持つ

史・

アイ

くＰ

で働
 
 
 
 
 
 
出典

「アイラ
江島は⼈⼝が

であり、学校

移住を増やし

アイランダー

アイランダー

や農産物、特

必要です。 

参考
国

公益財団法

島は⽇本の領

的役割と、⾷

国⺠的役割を

持つ島々です

が進むなど、

ています。し

つ⼈々や、島

⽂化に惹か

イランダーで

ＰＲし、また

働き、島で暮

典：「全国の島

地
ンダー等

が減少し続け

校を存続させ

していく必要

ー等移住希望

ー等移住希望

特産品、観光

考資料：全
国⼟交通省 
法⼈ ⽇本離

領域や排他的

⾷料の供給や

を担っていま

すが、年々⼈

島の存続に

しかし、近年

島の持つすば

かれる⼈々も

では、島の魅

た島の芸能な

暮らすきっか

島々が集まる

地域活性
等移住希望
けており、⾼

せていくため

要があります

望者へ向けた

望者へ向けた

資源等の情報

全国の島
・  
島センター 

的経済⽔域を

や癒しの空間

ます。こうし

⼈⼝が減少し

にとって、厳

年では漁業や

ばらしい⾃然

も増えていま

魅⼒や求⼈情

などを体験す

けづくりを⾏

る祭典アイラ

18 

性化策の⽅
望者へ向
齢化が進んで

にも、また活

。 

イベントへの

イベントへの

報発信を⾏い

々が集ま

事業

守るという国

の提供とい

た重要な役割

、少⼦・⾼齢

しい状況が続

農業に関⼼を

然や独⾃の歴

す。 

情報などを幅広

ることで、島

⾏っています

ランダー201

⽅針 4-1
向けたイベ

でいます。ま

活性化を進め

の参加 

の参加を検討

い、江島の魅

まる祭典ア

業名等 

国

っ

割

齢

続

を

広

島

す。 

18」http://

: 
ベントへ
また江島⼩中

めるためにも

討します。参

魅⼒を知って

アイラン

/www.i-land

への参加」
中学校の児童

も特に⼦育て

参加にあたっ

てもらえるよ

ンダー 

― 

der.com/20
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童・⽣徒は現

て世代や若い

っては、島の

ような活動の

018/index.

7-2 

現在 4

い世代

の⽔産

の検討

html 
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江

機会

今

で、

に移

 

地
域
連
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お
け

検
討
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針

■島

洋

 

 

 

 

 

主体 郡⼭

り組み

の 

概要 

郡

ばれ

布引

猪苗

の⾼

⽴ち

す。

のひ

⼤会

⼤道

れま
 
 
 
 
 
出典
http

活性化策の
江島では島外

会や江島の魅

今後洋上⾵⼒

島⺠と島外

移住者や島を

島の魅⼒を体

洋上⾵⼒発電

⼭湖南まつり

郡⼭市湖南町

れています。

引⾼原ダイコ

苗代湖が⼀望

⾼原には、⾼

ち並び、⾼原

毎年 8 ⽉に

ひまわりウォ

会・抽選会、⽯

道芸⼈による

ます。 

典：「ぐるっと
ps://www.g

の⽅針 4
外の⽅を島に

魅⼒を体験す

⼒発電施設等

外の⽅との交

を訪れる⼈が

体験するイベ

電施設や島の

参考資

り実⾏委員会

町の布引⾼原

この⾼原は、

コンの産地と

望できる絶景

⾼さ 100ｍも

原の⾵を受け

には⾵の⾼原

ォーク・⼤根

⽯筵ふれあい

るバルーンパ

と郡⼭」
gurutto-ko

4-2:「江
に誘致するよ

する機会があ

等を利⽤した

交流機会をつ

が増えていく

ベントの開催

の⾃然、島の

資料：郡

会（湖南町商⼯

原は、「⾵の⾼

、標⾼約 1,0

として有名で

景の地です。

もある⾵⼒発

てゆっくり回

祭りが開催

根の収穫体験

い牧場の移動

パフォーマン

riyama.com

19 

江島の魅⼒
うなイベン

りません。 

企画や、江島

くり、多くの

ことが望まれ

催 

の⽔産物・農産

⼭布引 

⼯会） 事業

⾼原」と呼

000ｍあり、

、磐梯⼭や

そして、こ

発電が 33 基

回っていま

され、5km

・布引⼤声

動動物園や、

スも⾏わ

m/ 

⼒を体験
トは開催され

島の⽔産物

の⽅に江島の

れます。 

産物を楽しめ

⾵の⾼原

業名等 

するイベ
れておらず、

・農産物を販

の魅⼒を体験

めるようなイ

原祭り 

郡⼭布

ベントの開
島外の⽅が

販売するイベ

験してもらう

イベントを検

布引 ⾵の⾼

資料 7

開催」 
が島⺠と交流

ベントを⾏う

うことで、将

検討します。

⾼原祭り 

7-2 

流する

うこと

将来的
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のよ

とが
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お
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検
討
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針

■プ

江

へ向

 

 

主体 

り組み

の 

概要 

⽣活

⽅へ

移住

ま

談の

談の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典

域活性化
江島への移住

⻄海市では

ようなプロモ

が期待されま

プロモーショ

江島を対象と

向けたサイト

「全国移住ナ

活⽀援等に係

へ向けた、都

住のテーマ等

また実際に移

の全国コンテ

の中から、有

典：「全国移住

化策の⽅針
住者を増やし

は移住希望者

モーション動

ます。 

ョン動画の作

としたプロモ

トへの掲載な

総務省 

ナビ」は、関

係る総合的な

都道府県や市

等各テーマに

移住した⽅々

テストを開催

有識者委員に

住ナビ」htt

針 4-3: 
していくため

者へ向けたプ

動画を江島で

作成 

モーション動

など広く情報

参考資料

関係省庁と連

なワンストッ

市町村のプロ

にあった移住

が、移住の

催し、平成２

に審査いただ

ps://www.

20 

「江島プ
めには、移住

ロモーション

も作成する

画の作成を検

報を発信する

料：全国移

事業

連携し、全国の

プのポータル

モーション動

住先を探すこ

きっかけや移

７年１２⽉〜

き、選出され

.iju-navi.so

プロモーシ
住希望者へ向

ン動画を作成

ことで、移住

検討します。

ことが必要で

移住ナビ

業名等 

の⾃治体と共

ルサイトです

動画が閲覧で

とが出来るよ

移住先での住

〜２８年１⽉

れた受賞団体

oumu.go.jp

ション動
向けた情報発

成しサイトで

住希望者への

。作成した動

です。 

ビ 

共同して構築

す。全国移住

できるほか、

ようになって

住環境、働き

⽉の２ヶ⽉間

体に対して、

/ijunavi/ 

動画の作成
発信をしてい

で公開してい

の効果的な P

動画は移住希

― 

築するもので

住ナビでは、

仕事や住ま

ています。 

き⽅などを掲

間のアクセス

表彰を⾏っ

資料 7

成」 
いく必要があ

いますが、今

PR につなが

希望者や観光

で、居住・就

移住を希望

まい、⽣活環

掲載する移住

ス件数の多い

っています。
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ありま

今後こ

がるこ

光客等

就労・

望する

環境、

住体験

い体験
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基本⽬標 基本施策
⼩中学校の存続、島外から⽣徒を呼ぶ
⼈⼝を増やしたい、⼦供の⼈数を増やす
⼩中学⽣の島の体験学習（交流⼈⼝増）
⼩学校―中学校のみならず⾼校⽣、⼤学⽣が島で勉強できる、―通信制、ネット学校
伝統⾏事の継承
祭事の協賛、⼿伝い
⾏事がにぎやかな島
お祭りをする⼈⼿が⾜りない

イノシシによる被害を少なくしたい
イノシシがいない島
いのししに荒らされない
イノシシがいなくなってほしい
耕作放棄地の改善
⽺の放牧ができる
農地を復活させたい
つばきの実で事業を⾏いたい
農地を復活させ、しょう油の原料（⻨、⼤⾖）を⽣産できるようにしたい
休耕⽥を利⽤して畑、⽜、⽺を放牧する、⼟地があいている、農業（⽥畑をふやす）、体験施設など
島の産物が開発され、インターネットで⾶ぶように売れている将来像
漁業後継者が増える
⿂介類が洋上⾵⼒と同じぐらい⽔揚がある将来
洋上⾵⼒と漁業との協調で⼤成功、⽇本中から注⽬
漁業⼈⼝の増加
漁業資源を利⽤し島をＰＲ集客を⾏い、定住を促進する
漁場、豊かにすべき
漁業者所得の向上
説明では漁業者優先な感じがするが、島⺠へのフォローがあるのか
⿂の⽣産基地としたい
世界的な海洋⾵⼒発電、漁場利⽤の先進地として研究拠点化したい
漁業の近代化（合理化）を図りたい、他にないもの―イセエビ、サザエ、ウニの蓄養―
⾵⾞事業による漁業振興、データ提供、密漁監視、洋上⾵⼒発電の島と漁業振興の協調
⾵⾞と漁磯の供⽤
さかなのブランド化
漁業後継者が増える
漁業従業員を増やしていく
定置網の設置Ｉターンによる
地元の雇⽤を増やしてほしい

江島地区 ワークショップ結果及び今後の⽅針
ワークショップ意⾒ 地域活性化策の⽅針

・児童・⽣徒増加に向けた取り組み 離島留学の実施
・環境教育における洋上⾵⼒発電施設の利⽤

・耕作放棄地を利⽤した農産物の栽培

・⾵⼒発電施設を利⽤した漁業協調策の検討

・祭事の継続的な開催

第2次⻄海市総合計画

⽣涯にわたり活躍できるひとづくり

⽣きる⼒をはぐくむ学校教育の実現

地域を⽀える⽂化・芸術、スポーツの振興

さいかいで活躍できるしごとづくり

地域の特性を⽣かした農林業の振興

豊かな海に育まれた⽔産業の振興

江島地区におけるワークショップでのご意⾒と地域活性化策の⽅針 
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基本⽬標 基本施策
スマートアイランド、島全体オール電化、移動は電気⾃動⾞、⼩型モビリティ
⾼速通信
アクセスが少なすぎる
本⼟との⼈の交流増加
光ケーブル、Ｈ33年4⽉に供⽤開始
島中どこにいてもwi-fiが使える
名所で何ができるか何が⾒えるか、案内板の設置
レンタル⾃転⾞等導⼊
島の⾒学ルートを⾒直して欲しい
眺めのいい場所が少ない、雑⽊の伐採を
島の⾃然を⽣かして来訪者に喜んでもらえる島にしたい
訪れた⼈が島の⾃然を楽しむ為、トイレの設置、島外からのお客さんが宿泊できる施設
標識がない（地図）
美しい景観を残したい、観光の⽬⽟としたい
⾃然の美しさを残したい
⾵⾞に釣り場、⽀柱（プラットフォームを造ってもらい）観光客（釣客）を運ぶ
⾵⾞に釣堀イケスを造り、漁業者が⿂を⼊れる、釣客が釣る
釣り公園整備
世界から洋上⾵⼒と島の発展状況を⾒学にくる将来
島に⼣⽇の映える洋上⾵⼒の撮影に沢⼭の⼈が訪れる将来
島の朝⽇に映える洋上⾵⼒の写真撮影に多くの⼈が訪れている将来像
⾵⾞にライブカメラを設置し、⼣⽇を観賞
⾵⾞⾒学ツアー、ＣＭ、映画、ロケ誘致
⾵⾞を⽬⽟にして、観光客を増加させたい
世界から洋上⾵⼒と島の発展状況を⾒学にくる将来
島に⼣⽇の映える洋上⾵⼒の撮影に沢⼭の⼈が訪れる将来
島の朝⽇に映える洋上⾵⼒の写真撮影に多くの⼈が訪れている将来像
「なにもしない」ために来るようなタイプの観光の島へ
年間1,200⼈よべる島
島への観光客を増やしたい
映画、ドラマのロケ地として利⽤してほしい
島を訪れる⼈を増やしていく
江島マラソン⼤会、⾳楽フェス
サザンオールスターズ（江島つながり）に来てもらう
誰が看板を作るのか費⽤は誰が
⾵⼒発電業者の⽅頻繁に訪れる
障害が出た時は、対応していただきたい
⾵⼒発電のくわしいイメージ図
企業の研修施設の設置

江島地区 ワークショップ結果及び今後の⽅針
ワークショップ意⾒ 地域活性化策の⽅針

・観光資源の整理と今後の活⽤に向けた整備
・江島の魅⼒を体験するツアーの実施やガイドの養成

第2次⻄海市総合計画

さいかいで活躍できるしごとづくり

魅⼒ある地域資源を活⽤した観光業の振興

企業誘致等の強化による雇⽤機会の拡⼤

江島地区におけるワークショップでのご意⾒と地域活性化策の⽅針 
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基本⽬標 基本施策
避難港としての港の整備
台⾵被害がひどい
災害の時、電気や⽔で困らない
台⾵被害がひどい
災害の時、電気や⽔で困らない
休⽇診療（救急）の対応
急病で困る
住宅の建設
空屋問題
空き家（危険）を何とかしたい
危険な廃屋は撤去できないか
使える空き家が悪くならないように管理できれば
危険な廃屋は撤去できないか
整備道
道がひどすぎる
ハイキングに危険
道路が狭い、草が⽣茂っている
市道をきれいにしたい、草刈りをしてもらいたい
ボランティアによる草はらい！、⼀気にやってしまう
海岸への続く道のコンクリート化
道路の法⾯のコンクリート化
⼈がたくさん使う道路
⽣活道路以外の農道の整備
島の道路周辺の⾒直しが必要（⾒学できない）
草刈りがされている
道路整備する⼈や予算はあるのか？
住みやすい、環境づくり、草刈り、ゴミ拾い
市道を綺麗にしたい、ごみが落ちていないきれいな島
吉⽥浜への道路整備をしてほしい
⾃動運転、コミュニティバス、（電気⾃動⾞）
⾼速交通、ドローン、ヘリコプター
島外との交通⼿段
通院、買い物が不便
コミュニティバス的なもの
⽇帰りできる交通網ができて欲しい
フェリーの造船の早期実現
往復 or 双⽅向 ⽇帰り
週末だけ（臨時便）⻄海市など
官公庁の⼀体化、フェリーの機能充実
交通を便利にする、⾼速船を朝⼣２便
港、漁港の整備、ヘリポートの拡張
フェリーの他に⾼速船の増便
みしま丸の1⽇２往復の要望
フェリーの造船の早期実現
⾼速艇の運航には時間が相当必要
船便の利便向上
⼈と貨物の運賃の低減化
コミュニティバスがほしい
本⼟に近い、島にしたい

・フェリーみしまの運航時刻等の検討

安⼼して活躍できるまちづくり

安全で災害に強いまちづくり

安⼼できる医療・介護・救急体制の充実

快適な住宅環境づくり

・防災対応型電源供給システムの導⼊

地域公共交通の整備・充実

江島地区 ワークショップ結果及び今後の⽅針

・快適に利⽤できるような道路環境の整備安全で快適なみちづくり

ワークショップ意⾒ 地域活性化策の⽅針
第2次⻄海市総合計画

江島地区におけるワークショップでのご意⾒と地域活性化策の⽅針 
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基本⽬標 基本施策
宿泊、飲⾷店の誘致、新設
気軽に飲める場所が欲しい
さとやさんがカフェをつくる
公園がない
地元の⼈が集まる場所がある
⼈が気軽に⽴ち寄る島、⾷堂や休憩場所があると良い!!
港近くに⾷堂があると良い!
島の⽅々ととけこむための調整、交流の場をつくる
島で仕出しなどあると良い!! 
港での時間を費やせる場所を設ける売店
コンビニがほしい
島がより美しく、地域外の⼈とも交流できる場所になってほしい

空き家活⽤、短期、⻑期移住
働き⼿を作りたい
後継者を作りたい
産業（漁業や江島しょう油）の継ぎ⼿がいる
地元の雇⽤を増やしてほしい
島に⼈がいない
島へのＩターン者を増やしたい（島で商売をする⼈）のみならず⺠泊、⾷事処、農業、IT企業
Ｉターン⼈⼝の受け⼊れ体制づくり
持続可能な江島を⽬指す
ファミリーでの⼈⼝増加
Ｉターン受⼊れ地元の体制
島の活性、⼈⼝の減少を⽌める
⼈が減っているので増やす⽅法を考える
このまま、⼦どもが居る島としたい
⼈⼝減少を⽌めたい
⼈が来る利⽤者がいれば、船は出る
ＩターンＵターン者を増やしたい
（若い）⼈が少ない増えない
⼈が減っているので増やす⽅法を考える
永久的な管理は誰が（草刈り等）
⼦供や若者がいる
持続可能な江島を⽬指す
30年後の無⼈島を40年後の無⼈島に
島に⼦供が増える将来像、精神的な負担になる
島⺠全員が幸せになってもらいたい
⼦供達がすこやかに育てば良いと思う⇒その⼦供達と共に漁をしていきたい→そして⼦供達が島を守っていってほしい
働く場の確保
江島地域の事業活性への協⼒
⾵⼒発電ができる事によって島に就職できる仕事を作る
仕事ができる⼈を増やしたい
江島を出ている⼈も帰ってきて住めるような仕事があれば
安定して稼げる仕事が少ない
外部への公募
島の宣伝、営業マンの育成
本⼟との⼈の交流増加
観光客が少ない、江島の認知度が⾼くない
⾵⾞命名権、ふるさと寄付の商品にする
⾵⾞の命名権→環境難⺠のために使⽤
海外の都市から姉妹都市申請

市⺠協働のまちづくり ・江島の魅⼒を体験するイベントの開催

地域の交流拠点づくり

市外への流出抑制と市外からの流⼊促進

シティプロモーションの強化 ・江島プロモーション動画の作成

・アイランダー等移住希望者へ向けたイベントへの参加

・島⺠や観光客に向けた宿泊施設・⾷事処の整備安⼼して活躍できるまちづくり

江島地区 ワークショップ結果及び今後の⽅針
ワークショップ意⾒ 地域活性化策の⽅針

第2次⻄海市総合計画

江島地区におけるワークショップでのご意⾒と地域活性化策の⽅針 
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